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唐
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鎖
国
の
時
代
、
長
年
に
互
っ
て
文
化
の
唯
一
「
世
界
の
窓
」
と
な
っ
て
い
た
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
メ
長
崎
の
、
そ
の
要
に
当
る
「
蘭
館
と
築
館
」
が
開
国
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
性
格
を
一
変
し
た
事
は
い
う
迄
も
な
い
。
和
蘭
が
列
強
の
鮒
尾
に
附
し
て
新
条
約
に
基
づ
く
新
商
法
に
切
り
変
っ
て
貿
易
戦
線
に
並
び
、
出
島
が
商
埠
（
閃
帥
9
㌣
昌
）
か
ら
居
留
地
（
ω
①
巳
Φ
日
①
簿
）
へ
変
質
し
て
一
連
の
馬
入
居
留
地
に
組
入
れ
ら
れ
て
行
っ
た
の
に
対
し
、
清
国
は
列
強
の
貿
易
戦
線
か
ら
落
伍
し
、
か
て
て
加
え
て
欧
米
列
強
の
東
洋
進
出
の
ア
オ
リ
を
喰
ら
っ
て
本
国
が
紛
乱
の
渦
に
捲
き
込
ま
れ
る
と
日
清
貿
易
は
自
つ
か
ら
麻
痺
し
て
、
唐
館
貿
易
は
半
身
不
随
の
状
体
を
醸
成
す
る
に
至
っ
た
。
我
国
が
清
国
と
正
規
の
条
約
を
結
ん
だ
の
は
コ
　
モ
　
　
　
明
治
四
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
開
国
以
来
清
国
が
正
式
の
交
際
に
入
る
迄
の
約
一
〇
年
間
、
長
崎
へ
渡
来
の
支
那
人
達
は
「
非
条
約
民
」
で
あ
り
な
が
ら
「
他
日
」
の
飛
躍
に
備
え
て
鎖
国
時
の
慣
例
の
「
堕
性
」
と
列
強
条
約
下
の
「
盲
点
」
に
か
く
れ
て
、
そ
の
根
強
い
雑
草
の
如
き
「
華
僑
」
　
（
O
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・
Φ
N
ω
①
9
　
0
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①
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①
）
の
性
格
を
育
成
し
て
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
私
が
主
題
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
幕
末
維
新
と
い
う
内
外
非
常
の
時
期
、
列
強
の
日
本
進
出
の
目
覚
し
い
最
中
に
於
い
て
、
長
崎
へ
渡
来
の
支
那
人
達
が
悲
遇
の
中
に
、
良
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
マ
活
路
を
見
出
し
、
如
何
に
生
き
抜
い
た
か
と
い
う
「
生
な
歴
史
」
の
展
開
を
確
か
め
る
為
に
外
な
ら
な
い
。
　
尤
も
、
こ
の
悲
遇
の
中
で
彼
等
が
「
長
崎
の
場
」
で
作
り
あ
げ
た
生
活
権
確
保
の
「
生
活
の
知
恵
」
の
一
面
と
し
て
「
外
夷
附
属
」
の
支
那
人
と
な
っ
て
新
設
の
外
人
居
留
地
へ
進
出
し
て
、
新
た
な
活
路
を
見
出
し
て
行
っ
た
事
実
の
究
明
に
つ
い
て
は
既
に
論
ず
る
所
が
あ
っ
た
。
即
ち
（
1
）
本
学
紀
要
「
社
会
科
論
叢
」
二
一
号
（
昭
和
三
八
・
三
）
に
所
収
の
「
長
崎
外
人
居
留
地
に
於
け
る
華
僑
進
出
の
経
緯
に
つ
い
て
」
（
，
皿
）
長
崎
史
談
会
「
長
崎
談
叢
」
四
一
号
（
昭
和
三
八
・
一
二
）
に
所
収
の
「
幕
末
維
新
の
長
崎
外
人
居
留
地
－
冒
険
商
人
と
華
僑
の
接
触
」
　
（
皿
）
西
日
本
史
学
会
「
西
日
本
史
学
」
二
〇
号
（
昭
和
四
二
・
一
二
）
に
所
収
の
「
外
夷
附
属
の
支
那
人
に
つ
い
て
」
と
い
う
三
篇
は
、
そ
の
一
連
の
研
究
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
そ
の
（
1
）
は
前
年
の
＝
一
月
、
鹿
児
島
に
於
け
る
西
日
本
史
学
会
の
秋
季
大
会
に
当
っ
て
支
部
代
表
と
し
て
発
表
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
九
号
も
の
を
紀
要
に
ま
と
め
て
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
先
づ
非
条
約
支
那
人
の
居
留
場
居
住
の
権
利
を
認
め
る
法
的
根
拠
と
し
て
英
国
が
我
国
と
無
関
係
に
成
立
さ
せ
た
「
長
崎
港
湾
規
則
」
の
一
五
条
を
援
用
し
た
上
で
本
論
と
し
て
、
支
那
人
の
居
留
場
進
出
の
実
態
の
諸
相
を
文
久
二
年
か
ら
明
治
三
年
に
及
ぶ
幕
末
維
新
の
微
妙
な
九
ケ
年
に
及
ぶ
旧
居
留
地
掛
の
居
留
人
名
台
帳
を
基
盤
と
し
て
解
明
、
外
人
居
留
地
が
そ
の
出
現
の
直
後
既
に
「
支
那
人
居
留
地
」
化
し
て
居
る
事
実
を
指
摘
し
、
　
最
後
に
「
そ
こ
」
か
ら
居
留
外
人
間
に
所
謂
「
支
那
人
問
題
」
　
（
O
匡
p
Φ
ω
Φ
の
⊆
Φ
ω
鉱
。
目
）
が
醸
成
さ
れ
て
行
く
事
実
を
展
望
し
た
。
（
且
）
は
同
年
五
月
、
蘭
学
資
料
研
究
会
の
十
周
年
記
念
事
業
が
長
崎
で
行
な
わ
れ
た
際
、
　
蕾
め
ら
る
る
ま
ま
に
所
見
の
一
端
を
発
表
、
　
そ
れ
が
同
年
末
の
「
長
崎
談
叢
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
発
表
に
当
っ
て
は
（
1
）
が
対
外
的
薪
を
踊
手
扱
っ
た
の
に
対
k
専
ら
呆
側
の
「
編
処
分
書
類
」
を
中
心
と
し
て
唐
館
脱
出
の
支
那
人
の
動
向
を
捉
え
、
そ
の
主
題
と
し
て
大
浦
外
人
居
留
地
に
蝟
集
し
た
支
那
人
の
実
態
が
「
外
夷
附
属
」
と
い
う
附
属
の
主
体
が
意
外
に
特
定
の
少
数
の
外
商
人
に
限
定
さ
れ
て
居
る
事
実
を
具
体
的
に
追
跡
し
て
、
パ
ス
ケ
・
ス
ミ
ス
が
指
摘
し
て
い
る
所
謂
「
支
那
人
と
結
托
し
て
豪
華
な
生
活
を
亨
楽
し
た
」
冒
険
商
人
の
一
群
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
後
昭
和
四
一
年
六
月
、
上
京
に
際
し
内
閣
文
庫
の
資
料
調
査
中
、
外
務
省
記
七
乾
坤
二
冊
の
「
長
崎
奉
行
伺
之
留
」
の
中
に
地
元
長
崎
に
於
い
て
失
わ
れ
て
い
る
万
延
元
年
正
月
付
上
申
書
「
各
国
附
属
支
那
人
取
扱
之
儀
伺
候
書
付
」
が
関
係
一
件
書
類
と
共
に
収
録
さ
れ
て
い
る
事
を
発
見
し
た
の
で
、
こ
れ
等
の
資
料
に
基
づ
き
（
1
）
に
論
じ
た
英
国
の
「
長
崎
港
湾
規
則
」
の
一
五
条
成
立
の
事
情
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
が
（
墨
）
で
あ
る
。
即
ち
パ
ス
ケ
・
ス
ミ
ス
は
こ
の
一
五
条
を
強
調
し
て
「
領
事
の
保
護
の
下
に
於
い
て
始
め
て
上
陸
、
居
住
が
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
非
条
約
の
支
那
人
を
自
国
の
法
律
下
に
置
い
た
事
が
如
何
に
も
外
人
側
の
力
で
勝
取
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
起
さ
せ
て
い
る
が
、
一
四
事
実
は
こ
れ
と
異
な
り
華
僑
と
利
害
関
係
の
深
か
っ
た
英
亜
両
コ
ン
シ
ュ
ル
が
密
議
を
こ
ら
し
て
「
支
那
人
を
限
界
迄
利
用
し
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う
場
合
に
は
自
国
の
法
律
外
に
ほ
う
り
出
し
て
責
任
を
我
国
に
押
付
け
回
避
し
よ
う
と
す
る
」
卑
怯
な
術
策
を
見
抜
い
た
我
国
の
勝
利
で
あ
っ
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
上
申
書
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
発
議
が
外
国
人
連
渡
り
の
支
那
人
に
関
す
る
次
の
ω
＠
の
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
英
闇
黒
コ
ン
シ
ュ
ル
よ
り
な
さ
れ
て
居
り
④
は
外
国
人
三
四
の
支
那
人
の
刑
法
上
の
問
題
で
、
外
国
側
は
「
支
那
人
車
は
一
季
雇
の
国
籍
の
違
う
も
の
で
あ
る
か
ら
日
本
の
法
律
に
照
し
て
処
分
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
提
議
で
あ
り
＠
は
外
商
共
国
際
の
支
那
人
の
「
家
蔵
占
拠
」
に
つ
い
て
の
抗
議
の
問
題
で
、
居
留
地
に
進
出
し
た
支
那
人
が
外
商
と
組
合
っ
て
手
広
に
商
売
を
展
開
し
、
射
て
時
勢
の
推
移
に
伴
ひ
連
連
の
外
商
が
支
那
へ
後
退
、
横
浜
、
神
戸
へ
転
進
し
て
、
そ
の
家
蔵
の
留
守
を
頼
ま
れ
居
坐
っ
て
「
そ
こ
」
を
占
拠
し
て
「
支
那
人
商
社
」
の
増
大
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
外
人
側
の
自
ら
の
責
任
で
あ
る
に
不
拘
、
日
本
側
に
責
任
転
冒
し
た
筋
違
い
の
抗
議
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
抗
議
に
対
し
長
崎
奉
行
は
反
駁
し
て
「
其
国
々
之
船
に
て
渡
来
致
民
田
は
そ
の
本
国
人
同
様
の
筋
に
付
犯
法
の
も
の
御
条
約
面
通
り
彼
国
法
に
て
相
戒
め
其
余
之
儀
都
而
彼
方
引
受
取
扱
候
筋
に
可
有
之
」
と
主
張
し
、
若
し
彼
方
に
て
進
退
出
来
な
い
な
ら
今
後
一
切
支
那
人
連
渡
ら
な
い
と
い
う
一
札
を
入
れ
る
よ
う
、
こ
れ
に
異
存
が
あ
れ
ば
ミ
ニ
ス
ト
ル
江
掛
合
い
度
い
と
申
入
れ
て
居
る
。
こ
れ
に
対
し
英
亜
コ
ン
シ
ュ
ル
側
は
「
支
那
人
取
扱
振
之
儀
は
西
洋
一
般
の
風
習
に
付
仮
令
ミ
ニ
ス
ト
ル
江
掛
合
候
て
も
外
勘
弁
も
有
之
間
敷
」
と
回
避
し
た
の
で
長
崎
奉
行
は
上
申
し
て
事
の
経
過
を
述
べ
て
「
中
央
解
決
」
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
万
延
元
年
正
月
付
上
申
書
に
基
づ
き
中
央
部
に
於
い
て
は
関
係
の
分
野
の
評
議
を
経
て
同
年
四
月
「
指
示
」
が
下
っ
て
居
る
が
、
そ
の
指
示
の
中
に
あ
る
コ
雇
之
支
那
人
江
証
書
所
持
御
下
置
」
と
い
う
証
明
書
は
パ
ス
ケ
・
ス
ミ
ス
が
長
崎
港
湾
規
則
一
五
条
を
説
明
し
た
．
．
冨
ロ
9
口
Φ
ω
①
脅
鋤
渇
g
O
⇔
魯
Φ
息
量
切
器
ω
8
び
Φ
陣
ω
ω
二
Φ
侮
び
く
窪
Φ
O
o
¢
昌
。
鵠
ω
8
夢
①
6
げ
冒
Φ
ω
Φ
冒
夢
①
①
白
豆
。
嘱
o
h
け
げ
Φ
跨
津
ぼ
8
9
。
δ
．
．
の
「
長
崎
奉
行
の
考
案
に
基
づ
き
関
係
領
事
が
発
行
し
た
」
。
・
o
Φ
9
巴
冨
ω
ω
　
に
一
致
す
る
か
ら
我
国
と
無
関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
長
崎
港
湾
規
則
も
少
な
く
と
も
一
五
条
の
成
立
に
は
我
国
も
参
劃
合
議
し
た
合
法
的
の
も
の
で
あ
っ
た
事
が
明
白
と
な
っ
た
。
　
従
っ
て
私
は
外
人
居
留
地
に
進
出
し
た
非
条
約
の
華
僑
に
つ
い
て
は
一
応
の
究
明
を
果
し
た
と
思
い
、
同
年
末
の
長
崎
に
於
け
る
西
日
本
史
学
会
秋
季
大
会
の
公
開
講
演
に
於
い
て
「
中
国
孔
子
廟
と
長
崎
」
と
題
し
て
、
大
浦
居
留
地
趾
の
要
に
当
る
三
二
番
地
所
に
位
置
し
て
居
る
中
国
孔
子
廟
の
成
立
に
つ
い
て
所
見
の
一
端
を
述
べ
る
所
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
従
来
老
朽
化
し
て
崩
壊
寸
前
で
あ
っ
た
中
国
人
の
祭
っ
た
孔
子
廟
が
最
近
〃
動
気
桜
〃
の
如
く
に
丹
色
鮮
や
か
に
復
元
さ
れ
て
「
歴
史
」
と
断
絶
し
て
一
般
市
民
を
眩
惑
し
て
居
る
実
情
を
指
摘
し
、
居
留
地
時
代
に
於
け
る
華
僑
進
出
の
金
字
塔
で
あ
る
べ
き
「
語
ら
ざ
る
歴
史
」
　
が
歪
曲
さ
れ
る
事
な
く
後
世
に
伝
え
ら
る
可
き
事
を
警
告
し
て
置
い
た
。
然
し
こ
の
「
外
夷
附
属
」
の
支
那
入
の
動
向
に
関
す
る
究
明
に
対
し
て
、
唐
館
の
解
体
に
伴
う
支
那
人
の
変
質
i
本
命
で
あ
る
べ
き
唐
館
前
町
馬
場
か
ら
前
面
の
海
上
に
浮
ぶ
新
地
岩
畳
へ
移
動
、
定
着
し
て
所
謂
「
広
馬
場
、
新
地
」
の
支
那
人
居
留
地
を
形
成
し
て
行
く
推
移
に
つ
い
て
は
未
だ
寡
聞
に
し
て
十
分
な
研
究
あ
る
を
聞
か
な
い
。
　
尤
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
私
は
無
関
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
　
前
記
（
1
）
の
論
考
に
於
い
て
、
外
人
居
留
地
に
余
年
集
中
し
て
行
く
支
那
人
の
数
量
的
増
大
を
居
留
白
人
数
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
明
治
元
年
の
記
録
に
焦
点
を
置
き
、
同
年
に
は
外
人
居
留
地
居
住
の
支
那
人
二
八
八
名
に
対
畿
灘
難
四
坐
翼
縮
合
計
七
四
三
名
の
支
那
人
器
量
の
あ
る
事
か
ら
推
し
て
、
外
人
居
留
地
の
支
那
人
は
長
崎
在
留
華
僑
の
全
幅
で
は
な
く
、
そ
の
一
分
派
に
す
ぎ
ず
明
治
四
年
の
日
清
条
約
締
結
前
後
の
数
ケ
年
の
「
漢
人
籍
牌
簿
」
の
類
を
丹
　
　
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
（
菱
谷
）
念
に
調
査
す
る
事
に
依
っ
て
正
規
の
支
那
人
居
留
地
の
形
成
実
態
が
浮
彫
さ
る
可
き
事
を
指
摘
し
、
次
い
で
（
五
）
の
論
考
に
於
い
て
、
そ
の
華
僑
活
躍
の
実
態
の
調
査
は
目
下
続
行
中
で
あ
る
の
で
他
日
の
発
表
を
意
図
し
て
居
る
旨
を
約
束
し
た
。
昭
和
四
〇
年
度
か
ら
本
学
紀
要
に
三
回
に
渡
っ
て
発
表
を
計
画
し
た
　
「
外
人
居
留
地
に
関
す
る
若
干
の
長
崎
古
地
図
に
つ
い
て
」
に
は
そ
の
意
図
が
秘
め
ら
れ
て
居
た
。
そ
の
論
考
の
構
想
は
、
先
づ
同
年
三
月
第
一
回
目
と
し
て
e
の
緒
言
を
奪
え
て
口
に
「
長
崎
古
地
図
編
年
」
を
作
成
し
日
に
居
留
地
基
盤
と
な
る
「
大
浦
水
域
と
大
浦
番
所
」
を
論
じ
、
翌
四
一
年
三
月
第
二
回
目
と
し
て
四
「
居
留
地
の
変
貌
と
古
図
」
と
題
し
て
外
人
居
留
地
の
形
成
と
地
域
の
拡
大
に
伴
う
年
次
的
関
係
古
事
を
中
心
に
吟
味
し
㈲
「
馬
渕
家
の
二
種
の
古
里
」
と
題
し
て
研
究
家
の
問
に
白
眉
と
さ
れ
た
明
治
の
初
年
と
三
〇
年
代
の
二
種
の
・
貴
重
な
古
説
を
紹
介
、
解
説
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
た
ま
た
ま
翌
四
二
年
度
の
紀
要
の
発
表
が
困
難
で
あ
る
事
が
予
想
さ
れ
た
の
で
因
「
初
期
支
那
入
居
留
地
の
形
態
」
と
㈹
「
内
浦
埋
築
史
へ
の
展
望
」
を
論
じ
て
囚
結
言
で
結
ぶ
予
定
で
あ
っ
た
三
回
分
は
、
一
応
同
年
九
月
刊
行
の
長
崎
談
叢
四
五
輯
に
掲
載
し
た
拙
稿
「
俵
物
役
所
の
終
末
に
つ
い
て
日
1
内
浦
埋
築
史
の
一
風
標
と
し
て
一
」
を
以
て
代
え
る
事
と
し
、
そ
の
旨
を
附
記
し
て
置
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
「
俵
物
役
所
の
終
末
に
つ
い
て
」
は
副
題
に
「
内
浦
埋
築
史
の
一
示
標
」
と
し
て
置
い
た
よ
う
に
鎖
国
時
代
、
長
崎
会
所
の
払
方
の
役
割
を
果
し
た
俵
物
役
所
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷
推
移
と
解
体
の
過
程
を
広
馬
場
か
ら
内
浦
に
浮
ぶ
新
地
蔵
所
へ
と
固
定
し
て
行
っ
た
支
那
人
居
留
地
の
形
成
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
一
円
の
〃
内
浦
〃
の
埋
築
の
推
移
を
展
望
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
一
応
支
那
人
居
留
地
の
形
成
に
触
れ
て
は
い
る
が
、
論
旨
の
焦
点
を
俵
物
役
所
（
現
在
の
一
八
銀
行
本
店
）
に
置
い
て
居
た
だ
け
に
十
分
に
説
き
尽
し
て
い
　
な
い
し
、
又
そ
の
後
発
見
し
た
二
種
の
貴
重
な
資
料
も
あ
る
の
で
、
あ
え
て
こ
　
こ
に
「
河
芸
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
」
を
発
表
し
、
　
副
題
と
し
て
　
「
外
人
居
留
地
に
関
す
る
若
干
の
長
崎
古
地
図
に
つ
い
て
日
」
を
附
し
た
所
以
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
長
崎
大
学
教
学
育
部
社
会
科
学
論
叢
で
あ
る
。
第
一
九
号
二
、
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
の
変
質
　
「
外
夷
附
属
」
の
支
那
人
の
外
人
居
留
地
進
出
の
研
究
シ
リ
ー
ズ
の
（
狸
）
に
あ
げ
た
「
外
夷
附
属
の
支
那
人
に
つ
い
て
」
の
論
考
に
於
い
て
、
私
は
「
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
の
変
質
」
に
触
れ
て
　
物
事
の
起
原
や
そ
の
隆
盛
期
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
関
心
が
持
た
れ
る
せ
い
　
か
、
そ
の
調
査
、
研
究
は
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
居
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
　
の
衰
微
期
及
至
終
末
、
崩
壊
の
過
程
は
、
そ
れ
が
次
代
を
推
進
す
る
基
盤
で
　
あ
る
事
を
承
知
し
な
が
ら
案
外
等
閑
に
伏
せ
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
。
一
般
に
良
　
く
知
ら
れ
た
出
島
の
「
独
逸
」
は
学
者
に
依
っ
て
研
究
さ
れ
尽
し
て
居
る
よ
　
う
に
思
わ
れ
な
が
ら
、
そ
の
末
期
の
経
過
は
案
外
知
ら
れ
て
居
ら
ず
「
商
埠
　
（
哨
9
0
8
昌
）
か
ら
居
留
地
（
ω
Φ
巳
①
竃
①
艮
）
へ
」
の
推
移
は
究
明
さ
れ
て
　
居
な
い
。
今
問
題
と
し
て
居
る
支
那
人
の
「
唐
館
」
も
こ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
居
る
と
い
え
る
．
最
近
私
は
再
度
「
盤
処
分
書
類
」
旨
釜
し
て
、
　
そ
の
資
料
的
価
値
を
再
認
識
出
来
て
「
適
薬
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
成
　
立
」
と
い
う
課
題
に
対
し
有
力
な
手
掛
り
を
得
た
感
じ
で
あ
る
。
と
い
う
文
章
で
始
め
、
本
命
の
正
規
支
那
人
居
留
地
研
究
の
貴
重
な
資
料
が
そ
の
「
編
処
分
嘉
」
の
中
に
あ
る
馨
示
唆
し
て
置
い
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
六
八
）
　
こ
の
処
分
書
類
は
「
慶
応
四
戌
辰
三
月
影
」
と
肩
書
の
あ
る
租
税
第
弐
部
地
理
係
の
記
録
で
、
鎖
国
時
代
の
元
禄
以
降
渡
来
の
中
国
船
が
齎
ら
し
た
商
品
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
貯
蔵
す
る
た
め
内
浦
海
上
に
芽
立
て
た
新
地
蔵
所
と
そ
の
商
品
販
売
期
聞
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
三
、
四
ケ
月
か
ら
半
年
に
及
ん
で
申
国
人
が
居
住
し
た
唐
人
屋
敷
の
処
分
に
関
す
る
一
件
書
類
で
「
唐
人
屋
舗
差
配
役
尾
里
秀
之
助
の
辰
三
月
口
上
書
」
を
始
め
と
し
「
新
地
蔵
敷
五
聖
料
取
立
之
覚
」
に
至
る
ホ
ボ
ニ
○
件
に
及
ぶ
文
書
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
、
兀
年
）
記
録
の
収
録
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
差
配
役
の
辰
三
月
の
口
上
書
に
つ
い
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
既
に
前
稿
に
於
い
て
詳
細
に
渡
り
引
用
し
て
居
る
の
で
重
複
を
さ
け
度
い
が
、
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
そ
の
本
旨
は
明
治
元
年
の
三
月
、
長
官
の
唐
館
視
察
の
機
会
に
書
状
を
以
て
唐
館
の
沿
革
、
特
に
開
国
後
の
実
情
を
報
告
す
る
と
共
に
別
紙
を
以
て
「
見
込
之
次
第
」
を
差
出
す
旨
を
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
る
と
開
国
後
の
時
勢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
む
　
　
ユ
　
　
つ
の
激
変
に
依
っ
て
唐
館
内
の
支
那
人
の
中
で
富
有
の
者
は
外
夷
附
属
に
転
身
、
そ
れ
を
好
ま
な
い
者
は
帰
唐
し
て
居
り
唐
館
残
留
の
支
那
人
は
帰
唐
の
路
銀
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
な
い
窮
民
丈
け
で
、
そ
れ
が
当
時
館
内
の
破
屋
に
住
ん
で
居
る
事
実
が
窺
え
る
が
、
約
束
の
別
紙
「
見
込
之
次
第
」
は
「
唐
方
商
法
二
付
見
込
之
大
意
申
上
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
付
自
覚
」
　
（
処
分
書
類
の
丙
）
と
し
て
関
係
記
録
の
辰
三
月
「
今
般
商
法
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
処
分
審
類
の
㈹
）
新
開
二
付
取
斗
候
廉
々
左
二
申
上
候
」
と
辰
四
月
「
唐
鋤
商
法
の
引
立
方
之
儀
　
　
　
　
　
（
処
分
脅
類
の
㈲
）
申
上
候
書
付
」
と
共
に
収
録
さ
れ
て
臭
素
解
体
を
知
る
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
居
る
。
　
こ
の
「
遣
方
商
法
二
付
見
込
大
意
申
上
鮎
書
付
之
覚
」
に
は
商
法
引
立
に
つ
い
て
e
り
「
荷
積
荷
揚
そ
の
他
商
法
取
立
向
」
の
改
善
と
＠
「
外
夷
附
属
鳥
道
」
の
遮
断
と
い
う
二
つ
の
方
針
を
建
策
し
て
居
る
。
前
者
は
鎖
国
時
内
浦
を
中
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
エ
に
、
そ
の
中
に
浮
ぶ
新
地
蔵
所
に
商
売
荷
を
貯
蔵
、
空
船
は
梅
ケ
崎
の
唐
船
居
場
に
置
い
て
乗
組
員
は
一
定
期
間
唐
館
に
宿
泊
す
る
と
い
う
時
態
に
於
い
て
は
唐
館
貿
易
は
格
好
な
場
所
を
占
拠
し
て
居
た
と
い
え
る
が
開
国
に
伴
い
外
人
居
留
地
が
整
備
さ
れ
、
特
に
唐
船
居
場
が
廃
止
さ
れ
て
「
そ
こ
」
に
最
後
の
梅
ケ
崎
居
留
地
区
が
出
現
す
る
と
支
那
人
の
貿
易
上
に
占
め
る
位
置
的
優
位
は
影
が
薄
れ
て
「
奥
地
」
化
す
る
事
実
を
指
摘
し
て
居
り
、
後
者
は
そ
う
し
た
貿
易
上
の
不
利
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
支
那
人
の
「
生
活
の
知
恵
」
で
あ
っ
た
「
外
夷
附
属
」
の
道
を
断
っ
た
た
め
に
成
る
堰
け
館
内
へ
唐
富
商
を
引
入
れ
る
よ
う
に
「
商
法
向
手
数
外
国
人
同
様
直
願
二
而
速
に
相
捌
万
事
簡
易
に
相
成
」
様
に
士
商
法
の
確
立
を
要
望
し
て
居
る
。
然
し
、
こ
の
唐
館
を
温
存
し
唐
商
を
優
遇
し
　
つ
　
　
む
て
従
来
の
商
法
の
維
持
を
念
願
、
期
待
し
て
居
る
点
は
元
在
留
船
主
、
程
稼
堂
の
辰
三
月
の
書
状
（
処
分
書
類
四
所
収
）
に
見
え
る
従
来
の
「
会
所
貿
易
」
と
「
銅
、
俵
物
の
支
那
人
独
占
」
の
夢
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
唐
館
を
中
心
に
共
通
の
利
害
関
係
に
あ
る
日
清
両
面
の
責
任
者
の
共
感
が
あ
ろ
う
。
　
勿
論
、
こ
の
日
本
側
の
唐
館
町
配
役
と
支
那
側
の
元
在
留
船
主
の
要
望
、
夢
は
時
代
に
檸
さ
す
も
の
、
い
わ
ば
「
曳
か
れ
も
の
の
小
唄
」
に
す
ぎ
な
い
。
思
う
に
時
勢
は
既
に
一
歩
先
を
進
ん
で
居
り
、
こ
の
姫
里
館
内
破
屋
に
残
留
す
る
貧
窮
支
那
人
の
実
態
を
正
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
明
治
元
年
の
在
留
支
那
人
の
総
数
は
七
四
三
名
で
、
そ
の
内
舘
内
居
住
は
二
四
二
名
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
残
留
の
貧
窮
支
那
人
の
実
態
で
あ
り
、
而
も
そ
の
外
に
新
地
蔵
所
に
も
ホ
ボ
同
数
の
二
＝
二
名
が
居
住
し
て
居
る
事
実
を
併
せ
考
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
が
あ
ろ
う
。
関
係
記
録
と
し
て
の
辰
三
月
「
今
般
商
法
御
取
開
二
付
取
斗
候
廉
々
左
二
申
上
期
」
と
翌
辰
四
月
「
薄
商
引
立
方
之
儀
二
黒
申
上
窩
書
付
」
は
、
前
者
に
は
そ
の
申
上
の
廉
に
つ
い
て
「
指
示
」
が
貼
付
紙
で
示
さ
れ
て
、
そ
の
処
置
が
窺
え
る
し
、
　
後
者
に
於
い
て
は
冠
頭
に
於
い
て
唐
人
屋
舗
の
坪
数
、
建
物
を
具
体
的
に
説
明
し
、
そ
の
中
で
変
遷
推
移
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
各
項
に
分
っ
て
論
じ
て
居
る
か
ら
何
れ
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
資
料
は
既
に
拙
稿
「
外
夷
附
属
の
支
那
人
に
つ
い
て
」
に
於
い
て
引
用
し
た
の
で
原
文
の
重
複
は
さ
け
度
い
が
、
そ
の
論
ず
る
所
は
諸
建
物
の
説
明
を
し
た
後
に
「
思
者
初
発
旧
幕
府
二
男
世
渡
し
相
成
リ
其
後
者
総
而
自
普
請
捨
場
仕
出
建
替
仕
申
候
」
と
あ
る
か
ら
唐
館
の
整
備
は
自
普
請
で
あ
っ
た
丈
け
に
廃
館
貿
易
の
盛
衰
が
微
妙
に
響
い
て
居
り
、
幕
末
維
新
の
衰
微
し
き
っ
て
居
た
時
勢
に
は
船
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
主
部
屋
拾
三
軒
の
内
が
「
但
追
々
崩
落
当
時
三
軒
相
残
居
申
候
」
と
あ
り
、
小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
部
屋
七
拾
軒
之
内
が
「
但
追
々
崩
落
当
時
凡
三
拾
軒
余
相
残
居
珍
芸
」
と
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
か
ら
建
物
崩
壊
の
中
に
正
に
一
種
の
ス
ラ
ム
街
が
相
像
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
　
次
に
、
こ
の
破
屋
に
住
む
貧
民
の
借
地
料
の
問
題
に
ふ
れ
て
従
来
唐
人
屋
舗
で
は
家
賃
銀
の
名
目
を
以
持
渡
り
の
荷
物
の
一
部
を
長
崎
会
所
へ
差
出
し
て
居
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
よ
ハ
　
り
、
地
料
を
各
人
か
ら
取
っ
て
居
な
か
っ
た
が
慶
応
二
年
か
ら
外
人
居
留
地
の
振
合
で
居
留
地
下
等
地
の
山
手
地
区
と
同
様
に
一
ケ
年
百
坪
に
付
一
二
弗
に
決
　
　
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
（
菱
谷
）
溶
し
た
が
窮
民
共
の
事
と
て
支
払
困
難
で
あ
っ
た
の
で
「
商
法
引
立
」
迄
支
払
猶
豫
を
「
聞
許
」
さ
れ
て
居
る
。
然
し
こ
の
「
聞
済
」
に
つ
い
て
は
「
外
之
響
」
を
考
慮
に
入
れ
、
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
為
め
在
館
の
唐
人
総
代
の
「
真
文
」
を
差
出
し
て
居
る
が
、
そ
の
在
館
総
代
に
つ
い
て
は
従
来
「
船
主
総
代
役
」
の
取
締
り
に
帰
し
て
居
た
慣
例
に
準
じ
て
蔓
紫
人
、
福
州
人
の
中
か
ら
気
服
の
人
を
選
び
奮
い
と
し
て
居
る
か
ら
、
　
条
約
の
未
締
結
の
当
時
と
し
て
、
こ
の
悼
惜
総
代
が
外
人
居
留
地
の
領
事
の
役
割
を
果
し
て
居
る
事
が
肯
づ
け
る
。
そ
し
て
最
後
に
雲
華
破
屋
に
残
留
す
る
貧
窮
支
那
人
の
性
格
に
再
度
触
れ
て
　
貯
蓄
有
之
患
者
共
何
れ
茂
居
留
地
江
引
越
或
は
帰
誤
爆
候
者
不
尽
近
年
に
至
　
り
而
居
留
地
の
振
合
に
準
住
居
被
差
許
候
以
来
追
々
新
地
江
引
越
候
溌
墨
有
　
之
当
時
学
館
高
弐
百
八
拾
四
人
之
者
共
は
船
主
鉦
春
型
を
始
め
極
貧
之
者
共
　
進
退
差
迫
候
者
共
而
己
と
当
時
、
在
館
唐
人
が
大
浦
外
人
居
留
地
と
居
留
地
振
合
に
準
じ
て
、
新
た
に
支
那
人
居
住
が
差
許
さ
れ
た
「
新
地
勘
所
」
へ
進
出
し
て
、
唐
馬
が
極
貧
の
廃
残
者
の
「
ス
ラ
ム
街
」
と
な
っ
て
居
る
事
実
を
指
摘
し
て
居
る
事
実
を
強
調
し
て
居
る
。
　
こ
の
文
中
に
見
え
る
在
館
唐
人
の
数
二
八
四
名
は
前
記
明
治
元
年
の
外
国
人
井
支
那
人
名
前
取
調
帳
奪
え
る
覇
羅
藩
M
謡
編
と
対
比
す
る
と
若
干
の
移
動
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
依
っ
て
も
唐
館
人
口
の
流
動
性
と
新
地
蔵
所
へ
の
進
出
の
め
ま
ぐ
る
し
い
動
向
推
移
が
肯
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
進
出
の
支
那
人
に
つ
い
て
は
唐
館
公
司
、
鉦
春
杉
の
辰
三
月
の
書
状
の
申
で
先
づ
大
浦
居
住
の
支
那
人
群
に
触
れ
、
こ
れ
ら
の
外
夷
附
属
の
支
那
人
は
福
建
問
屋
組
の
一
群
で
あ
り
、
そ
の
系
譜
は
従
来
唐
館
貿
易
を
独
占
し
た
「
唐
船
乗
廻
り
」
の
も
の
で
あ
り
、
本
来
公
司
附
属
で
あ
る
べ
き
事
を
指
摘
し
、
こ
の
対
策
と
し
て
　
唐
館
取
扱
振
り
穏
当
之
事
に
も
相
成
二
上
者
以
後
唐
人
之
当
駅
は
西
洋
人
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
九
号
　
引
請
御
差
止
都
而
唐
館
の
名
前
に
帰
し
新
地
問
屋
同
様
公
司
附
属
に
取
成
候
　
は
ば
夫
々
区
別
相
立
可
動
乱
臣
と
述
べ
、
唐
館
取
扱
が
軌
道
に
乗
れ
ば
唐
人
の
商
売
は
外
夷
附
属
を
止
め
て
す
べ
て
唐
館
名
目
に
帰
し
、
新
地
問
屋
同
様
に
公
司
附
属
（
唐
紅
附
属
）
と
な
す
べ
き
事
を
要
望
し
て
居
る
か
ら
外
夷
附
属
の
支
那
人
を
セ
ー
ブ
し
な
が
ら
唐
館
附
属
と
し
て
旧
館
か
ら
脱
皮
し
て
新
地
を
申
心
に
新
し
い
支
那
人
居
留
地
形
成
の
繭
芽
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
新
地
を
核
に
展
開
し
て
行
く
唐
館
附
属
の
支
那
人
は
外
夷
附
属
の
支
那
人
が
関
係
領
事
発
行
の
証
書
に
依
っ
て
保
証
さ
れ
た
の
に
対
し
、
前
述
の
如
く
「
船
主
代
役
」
の
慣
例
に
準
じ
在
舘
総
代
が
選
定
さ
れ
、
そ
の
発
行
す
る
請
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
に
依
っ
て
保
証
さ
れ
た
よ
う
で
唐
館
公
司
、
鉦
春
杉
や
元
在
留
船
主
、
程
稼
堂
　
　
　
　
　
　
　
の
辰
三
月
の
書
状
の
中
に
「
先
前
之
仕
来
之
通
二
而
人
別
調
方
行
届
候
上
者
万
一
不
法
之
族
事
端
を
起
し
候
節
は
早
速
引
請
人
江
引
合
論
判
二
及
び
可
申
」
と
か
「
現
在
之
唐
人
館
は
何
れ
も
諸
問
屋
共
惣
代
導
者
江
請
合
零
落
差
出
請
人
無
之
者
は
直
様
漁
戸
藤
塚
被
成
下
候
は
ば
」
と
見
え
て
居
る
。
こ
の
事
実
は
先
に
（
一
八
六
六
）
慶
応
二
年
に
崩
壊
に
頻
し
た
唐
館
内
に
散
在
す
る
破
屋
に
残
留
す
る
支
那
人
に
対
し
外
人
居
留
地
三
等
並
の
地
料
が
決
定
さ
れ
、
次
い
で
新
地
へ
の
進
出
が
進
　
　
　
　
（
一
八
六
九
）
む
と
聴
て
明
治
二
年
に
は
支
那
人
の
地
所
規
則
（
支
那
人
貸
地
規
則
書
）
が
外
人
居
留
地
並
に
制
定
さ
れ
て
居
る
一
連
の
事
実
と
関
連
さ
せ
て
考
え
る
暑
き
で
　
　
　
　
（
一
八
六
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
応
三
年
）
あ
ろ
う
。
慶
応
三
筆
年
の
外
務
課
の
御
用
留
に
拠
る
と
卯
一
一
月
付
で
、
唐
人
屋
敷
出
入
其
外
仕
来
之
手
数
が
改
め
ら
れ
同
所
惣
門
は
朝
六
つ
時
貸
暮
六
つ
時
迄
開
放
さ
れ
「
市
申
之
者
共
立
入
商
法
向
及
引
合
不
嫁
」
と
の
「
達
」
が
市
中
郷
中
に
出
さ
れ
て
居
り
、
同
時
的
に
唐
津
に
対
し
「
今
度
於
唐
館
商
法
相
開
候
二
付
算
者
荷
揚
、
荷
積
之
波
戸
者
新
地
水
門
江
可
相
心
得
尤
於
同
所
改
を
受
兼
而
相
達
置
候
新
地
商
法
規
則
の
税
同
所
へ
差
出
候
上
荷
積
荷
揚
を
取
斗
不
取
締
無
量
様
」
と
仰
渡
し
て
居
る
。
　
右
市
郷
中
通
達
の
「
立
入
商
法
」
が
唐
墨
江
仰
渡
の
「
唐
館
商
法
」
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
元
年
）
べ
き
事
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
御
用
留
に
は
次
い
で
翌
辰
四
月
付
で
「
唐
館
大
門
ニ
ノ
門
と
も
是
迄
暮
六
ツ
時
限
リ
メ
法
相
成
居
候
得
共
己
後
門
限
者
相
止
め
」
と
僅
か
半
歳
足
ら
ず
で
唐
館
の
門
限
が
廃
止
さ
れ
て
解
放
さ
れ
、
同
時
に
従
来
の
差
配
役
の
詰
所
が
廃
さ
れ
「
そ
こ
」
が
支
那
人
の
内
、
望
之
者
に
貸
渡
と
な
り
、
新
組
の
旧
館
掛
も
全
館
か
ら
出
て
新
地
仕
役
場
詰
と
す
る
旨
の
記
録
が
残
っ
て
居
り
、
唐
館
と
新
地
の
主
客
転
倒
の
現
象
は
見
の
が
せ
な
い
で
あ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
う
。
こ
れ
は
唐
館
差
配
役
の
辰
三
月
の
書
状
に
見
え
る
「
唐
紅
表
門
御
開
不
用
之
場
所
夫
々
唐
人
江
貸
渡
追
々
商
法
取
開
工
期
に
至
居
申
候
」
と
か
㈲
申
上
留
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
収
録
さ
れ
て
居
る
辰
六
月
の
「
唐
人
屋
敷
境
内
井
同
所
続
門
外
地
所
御
不
用
二
付
支
那
人
共
江
外
国
人
居
留
地
振
合
を
以
て
御
貸
渡
積
」
と
い
う
運
上
所
掛
の
伺
書
な
ど
併
せ
考
え
る
と
時
勢
の
推
移
が
窺
え
て
、
唐
館
の
解
体
は
一
転
語
を
下
せ
ば
場
所
を
代
え
て
の
「
唐
館
の
変
質
」
と
見
立
て
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
鎮
国
時
、
陰
然
た
る
勢
力
を
独
占
し
た
支
那
人
も
今
や
後
来
の
詫
人
の
「
後
塵
を
拝
」
し
て
居
留
地
振
合
に
同
質
化
さ
れ
て
、
唐
館
は
核
を
「
新
地
」
に
移
動
さ
せ
て
発
展
的
に
解
消
す
る
時
期
に
来
て
居
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
初
年
の
唐
館
中
心
の
素
図
類
の
中
に
は
廃
壇
と
化
し
た
館
内
の
ア
チ
コ
チ
が
線
で
囲
ま
れ
て
図
示
さ
れ
「
そ
こ
」
に
支
那
人
居
留
地
と
記
入
さ
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
出
島
が
商
埠
か
ら
居
留
地
へ
変
異
し
て
外
人
居
留
地
域
へ
組
入
れ
ら
れ
て
行
っ
た
の
に
対
し
、
唐
館
は
そ
の
旧
い
穀
の
中
に
支
那
人
居
留
地
の
繭
芽
を
秘
め
な
が
ら
聴
て
消
え
て
行
っ
た
一
つ
の
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
、
展
望
し
た
所
は
支
那
人
の
客
体
の
唐
本
の
地
域
と
機
構
の
推
移
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
っ
と
重
大
な
事
は
主
体
－
所
謂
そ
の
中
に
居
住
し
た
支
那
人
自
体
の
性
格
、
推
移
の
把
握
で
あ
ろ
う
。
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
「
幕
末
維
新
の
長
崎
外
人
居
留
地
」
に
於
い
て
　
館
内
居
住
の
原
則
が
「
貿
易
の
為
め
、
そ
の
期
間
の
滞
在
」
で
あ
っ
て
み
れ
　
ば
、
彼
等
の
館
内
居
住
性
は
一
面
、
浮
動
的
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
人
口
は
　
　
「
働
く
者
」
主
体
の
構
成
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
幸
い
明
治
元
年
の
唐
卜
居
　
住
の
華
僑
の
資
料
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
依
る
と
総
数
二
四
二
人
で
、
そ
れ
は
　
全
盛
時
の
三
分
之
一
と
見
込
ん
だ
先
の
推
定
を
裏
書
し
て
呉
れ
る
し
又
そ
の
　
人
口
構
成
は
老
幼
男
女
を
交
え
た
健
全
な
型
を
取
っ
て
居
る
か
ら
一
道
は
衰
　
下
し
つ
つ
変
質
し
、
そ
の
浮
動
性
を
棄
て
て
固
定
化
し
つ
つ
あ
っ
た
事
が
窺
　
え
る
。
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
　
「
三
分
之
一
と
見
込
ん
だ
先
の
推
定
」
と
い
う
表
現
に
は
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
詳
細
は
拙
稿
を
読
ん
で
頂
く
こ
と
と
し
、
唯
そ
の
居
住
総
数
が
当
時
の
廃
宅
と
化
し
た
唐
館
の
収
容
力
の
限
界
を
示
卸
し
て
居
る
事
を
指
摘
し
度
い
。
現
在
こ
の
旧
稿
を
読
ん
で
、
い
さ
さ
か
主
体
と
客
体
の
混
同
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
唐
館
の
衰
微
に
伴
い
主
体
で
あ
る
べ
き
居
住
支
那
人
は
変
質
し
て
浮
動
性
を
や
め
固
定
化
す
る
が
、
そ
れ
は
唐
館
に
固
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
際
奥
地
化
し
た
「
旧
い
穀
」
か
ら
脱
出
し
て
前
面
「
同
所
続
門
外
地
所
」
の
広
馬
場
か
ら
内
浦
海
上
に
浮
ぶ
蔵
所
の
新
地
へ
、
而
も
家
族
構
成
を
以
て
固
定
化
し
て
行
っ
た
事
は
言
う
迄
も
な
い
。
尚
文
中
の
明
治
元
年
の
在
留
支
那
人
の
総
数
と
そ
の
分
布
に
つ
い
て
は
再
三
言
及
し
た
の
で
、
こ
の
際
そ
の
人
口
構
成
の
年
令
、
性
別
表
を
附
記
し
て
参
考
と
し
度
い
。
表
一
諦鋤
緒
Z
支
那
人
の
性
別
年
令
別
構
成
表
○
九
一
〇
一
一
九
二
〇
i
二
九
三
〇
一
三
九
在
館
唐
人
年
令
別
構
成
総
塾
男
　
女
一
比
率
三
Ω
二
三
…
七
二
八
四
二
五
〇
二
一
…
　
七
三
五
　
　
七
三
匹
　
一
六
＝
一
％
＝
一
％
一
七
％
二
一
％
新
地
居
住
唐
人
年
令
別
構
成
総
数二
三一
三
五
一
五
六
男
　
　
女
一
比
率
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
（
菱
谷
）
三
…
三
）
δ
…
四
八
…
五
二
…
三三四
＝
％
五
％
二
四
％
二
六
％
四
〇
i
四
九
四
二
三
四
…
…
八
一
七
％
四
二
三
九
■
…
三
二
〇
％
五
〇
1
五
九
二
九
二
五
四
＝
一
％
一
八
鴫
七
一
八
・
四
％
六
〇
1
六
九
コ
ニ
一
〇
…
六
％
五
五
○
二
％
七
〇
一
七
九
五
四…
　一…
二
％
○
○
○
○
八
O
l
八
九
一
○
…
　
一
○
・
四
％
一
○
一
○
・
五
％
不
　
　
　
明
ご
○
・
八
％
四
四
○
丁
九
％
合
　
　
　
計
二
四
二
一
八
七
…
五
五
二
＝
二
一
七
二
　
｝
ニ
ゼ
一
五
石
皿
、
（
）
の
申
の
数
字
は
縮
墨
黒
書
類
し
の
鐘
番
号
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
六
四
）
註
二
、
唐
館
在
住
支
那
人
は
明
和
年
間
来
朝
し
た
涯
鵬
の
「
袖
掌
篇
」
の
体
験
記
か
ら
　
　
推
し
て
も
貿
易
船
団
の
全
員
を
収
容
し
て
居
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
唐
館
人
口
　
　
は
日
清
貿
易
の
盛
衰
に
つ
れ
大
き
な
カ
ー
ブ
を
描
く
。
最
盛
時
に
は
千
人
近
い
滞
　
　
在
が
あ
っ
た
が
幕
末
開
国
と
共
に
条
約
国
船
の
渡
来
が
頻
繁
と
な
り
而
も
唐
国
擾
　
　
乱
以
後
唐
船
の
往
来
も
絶
え
る
と
唐
館
は
放
置
の
ま
ま
衰
弊
、
建
物
は
崩
壊
の
中
　
　
に
三
分
之
一
に
減
少
、
唐
館
人
口
も
そ
の
性
格
を
変
質
し
て
、
三
分
之
一
に
減
少
　
　
し
た
。
註
三
、
万
延
元
年
申
正
月
の
長
崎
奉
行
の
「
各
国
附
属
支
那
人
取
扱
方
之
儀
奉
伺
候
書
　
　
付
」
の
上
申
書
に
対
す
る
外
国
掛
大
目
付
御
目
付
の
評
議
の
申
に
次
の
通
り
あ
　
　
る
。
「
支
那
は
元
唇
歯
之
国
二
候
得
者
何
様
に
も
懐
柔
之
御
処
置
有
御
座
度
依
而
　
　
者
此
度
英
亜
両
コ
ン
シ
ユ
ル
よ
り
申
立
之
趣
有
之
儘
旧
館
在
留
支
那
人
へ
申
渡
右
　
　
ハ
条
約
外
之
国
二
付
無
余
儀
渡
来
一
山
一
儀
二
有
之
、
尤
本
国
鎮
台
よ
り
書
翰
差
　
　
越
候
か
又
各
国
コ
ン
シ
ユ
ル
…
…
」
　
　
即
ち
こ
れ
に
依
っ
て
条
約
国
と
の
振
合
や
支
邦
人
懐
柔
策
か
ら
本
国
鎮
台
の
書
翰
　
　
が
必
要
で
日
本
法
律
で
処
置
す
る
諒
解
を
つ
け
る
べ
き
事
が
評
議
さ
れ
て
居
る
。
　
　
但
し
こ
の
事
は
後
の
記
録
に
見
え
ず
在
館
総
代
と
肩
代
り
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
の
　
　
在
館
総
代
は
「
若
御
政
教
に
も
不
従
者
ハ
即
刻
召
捕
差
出
し
厳
し
く
御
処
置
被
仰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咽
九
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
付
度
し
と
誓
約
し
て
居
る
。
第
一
九
号
三
　
「
広
馬
引
」
と
「
一
日
」
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ト
ド
ケ
　
プ
ラ
イ
　
　
　
ム
ホ
ウ
　
　
　
一
　
所
謂
「
不
届
、
無
頼
、
無
法
し
の
支
那
人
　
こ
の
明
治
元
年
の
在
留
支
那
人
の
総
数
と
三
地
区
分
住
の
実
態
に
つ
い
て
は
案
外
に
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
　
試
み
に
平
凡
社
の
ア
ジ
ア
史
事
典
の
「
華
僑
」
の
条
を
引
い
て
見
る
と
極
め
て
新
し
い
こ
の
言
葉
も
、
そ
の
系
譜
は
遙
か
に
古
い
と
し
て
、
日
本
の
場
合
は
元
の
時
代
か
ら
触
れ
て
　
特
に
華
僑
（
O
＜
Φ
圏
ω
①
餌
　
O
び
一
］
P
Φ
ω
①
）
と
し
て
長
崎
貿
易
に
来
航
し
た
商
人
を
　
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
等
の
救
国
商
人
は
可
成
り
長
期
間
滞
在
し
て
日
本
　
の
銅
や
海
産
物
を
買
付
け
中
国
の
織
物
や
ア
ジ
ア
の
物
産
の
日
本
売
込
に
従
　
遷
し
た
。
然
し
そ
の
数
は
余
り
多
く
な
か
っ
た
。
と
述
べ
、
そ
れ
が
専
ら
寧
波
の
両
論
会
館
の
独
占
で
行
わ
れ
た
　
乞
冒
ひ
q
b
o
oq
送
ﾕ
山
で
あ
っ
た
事
は
言
う
迄
も
な
い
が
、
そ
の
後
を
う
け
て
　
（
慶
応
四
年
）
　
一
八
六
八
年
に
な
っ
て
神
戸
に
二
四
〇
入
の
華
僑
が
来
住
し
、
明
治
に
な
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
五
年
）
　
て
大
阪
、
横
浜
に
多
く
来
住
し
た
。
一
八
七
二
年
に
は
大
阪
川
口
在
留
の
華
　
商
は
一
八
店
を
記
録
し
て
い
る
と
結
ん
で
い
る
が
、
長
崎
の
華
僑
が
「
断
絶
」
す
る
事
な
く
、
こ
の
鎖
国
か
ら
開
国
へ
の
過
渡
の
時
期
に
当
っ
て
「
如
何
に
生
き
抜
き
、
勝
ち
抜
い
て
行
っ
た
か
」
と
言
う
問
題
に
つ
い
て
は
何
等
触
れ
て
い
な
い
。
中
国
の
特
性
か
ら
背
景
に
強
力
な
国
家
の
政
治
力
を
持
た
な
か
っ
た
彼
等
の
生
活
の
仕
組
に
は
　
「
雑
草
」
の
如
き
根
強
さ
が
あ
り
、
幕
末
、
維
新
の
時
代
に
「
長
崎
の
場
」
で
越
し
て
行
っ
た
支
那
人
の
推
移
に
は
極
め
て
興
味
深
い
課
題
が
あ
ろ
う
。
　
現
在
、
十
善
会
病
院
の
中
に
残
っ
て
い
る
「
重
建
広
東
会
所
碑
記
」
に
依
る
　
（
文
久
二
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
明
治
四
年
）
と
同
治
初
年
（
一
八
六
二
）
頃
か
ら
広
東
人
の
来
崎
が
増
加
し
同
治
固
○
年
（
一
八
七
一
）
に
広
東
人
の
宴
薦
垂
と
し
て
広
馬
場
の
四
海
楼
の
附
近
に
栄
遠
堂
二
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
久
二
年
）
嶺
南
会
所
（
後
の
広
東
会
所
）
を
設
立
し
て
い
る
事
が
判
る
が
、
こ
の
一
八
六
二
年
は
外
人
居
留
地
に
於
い
て
住
民
の
実
態
を
記
録
的
に
捉
え
た
最
初
の
年
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
既
に
支
那
人
が
新
し
い
性
格
を
以
て
唐
館
を
中
心
に
蝟
集
し
つ
つ
あ
る
事
実
は
見
の
が
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
唐
館
は
前
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
中
国
船
来
航
に
当
り
一
定
期
間
支
那
人
が
滞
在
す
る
性
格
の
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
幕
末
に
至
っ
て
中
国
船
の
来
航
が
杜
絶
す
る
と
当
然
、
唐
琴
は
「
開
店
休
業
」
の
状
体
で
あ
る
べ
き
筈
に
不
拘
、
外
人
並
に
新
し
い
感
覚
を
以
て
唐
館
へ
蝟
集
し
た
事
実
は
如
何
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
為
め
に
は
先
づ
外
夷
附
属
の
支
那
人
に
対
す
る
外
支
両
面
よ
り
の
見
解
を
見
て
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
外
人
側
は
、
こ
の
外
夷
附
夷
の
支
那
人
を
「
連
渡
り
の
一
季
雇
の
も
の
で
あ
る
」
と
表
現
し
て
居
り
、
支
那
人
側
は
「
利
に
走
っ
て
唐
館
を
脱
出
し
た
富
有
者
で
あ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
紙
入
が
象
を
評
す
る
」
の
讐
で
、
何
れ
も
「
外
夷
附
属
の
支
那
人
」
に
関
す
る
対
照
的
な
ニ
ツ
の
側
面
観
に
す
ぎ
ず
、
全
貌
と
真
髄
は
忍
ん
で
は
い
な
い
。
寧
ろ
外
留
立
に
何
れ
も
殊
更
に
盲
人
を
装
う
て
非
条
約
支
那
人
の
来
航
、
来
集
の
全
貌
を
糊
塗
し
て
い
る
所
に
問
題
が
あ
ろ
う
。
　
さ
き
の
万
延
元
年
申
正
月
の
長
崎
奉
行
の
「
各
国
附
属
支
那
人
取
扱
猛
牛
儀
奉
伺
候
書
付
」
の
上
申
に
対
し
、
外
国
奉
行
評
議
（
閏
三
月
）
の
申
に
　
当
二
月
一
八
日
英
国
ミ
ニ
ス
ト
ル
儀
御
宅
へ
罷
出
候
瑚
申
立
候
趣
二
而
日
長
　
崎
表
ニ
ハ
唐
館
内
在
留
簿
外
支
那
人
数
多
渡
来
罷
受
認
之
内
外
国
之
者
相
雇
　
連
耳
管
海
進
退
い
た
し
候
得
共
外
国
船
へ
頼
連
署
古
謡
も
の
も
有
之
右
之
分
　
者
引
受
候
儀
相
鼻
詰
揚
間
唐
館
内
居
留
之
者
井
外
国
人
雇
之
者
之
外
上
陸
不
　
相
成
筈
御
規
則
を
御
立
被
下
紐
藩
候
得
者
樽
詰
を
以
コ
ン
シ
ュ
ル
よ
り
船
司
　
忙
々
へ
可
・
脚
達
…
…
と
あ
り
、
そ
れ
を
堪
え
て
同
年
四
月
江
戸
か
ら
長
崎
奉
行
へ
　
御
条
約
済
国
々
之
者
雇
之
支
那
人
は
証
書
所
持
景
致
置
可
申
間
右
所
持
無
之
　
分
は
上
陸
不
相
成
様
規
則
止
立
置
…
…
右
之
趣
を
以
船
司
等
へ
も
申
達
…
…
と
指
示
し
て
い
る
か
ら
、
表
現
の
上
で
糊
塗
さ
れ
て
、
鮮
明
さ
を
丸
い
だ
長
崎
投
入
の
支
那
人
の
主
体
と
性
格
が
、
従
来
の
多
年
貿
易
の
惰
性
と
新
商
法
の
盲
点
に
乗
っ
て
、
船
司
に
便
涌
す
る
所
謂
「
密
入
国
」
の
不
逞
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
事
実
が
自
つ
か
ら
肯
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
　
外
人
居
留
地
で
刊
行
さ
れ
た
最
初
の
外
字
新
聞
Z
①
ひ
q
鋤
裏
壁
国
×
嘆
Φ
ω
ω
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
支
那
人
問
題
）
は
、
そ
の
2
0
●
つ
』
P
ゴ
●
の
三
回
に
渡
っ
て
「
O
げ
冒
①
ω
①
の
⊆
Φ
ω
口
。
昌
」
と
題
し
て
、
外
人
の
脅
威
と
な
っ
た
支
那
人
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
右
の
支
那
人
の
性
格
に
触
れ
て
次
の
如
く
ω
　
地
方
官
憲
の
協
力
下
に
今
後
、
支
那
人
の
長
崎
上
陸
を
禁
止
し
、
従
来
の
　
も
の
は
今
迄
の
2
冒
ひ
q
づ
。
α
q
三
乙
の
支
配
下
で
、
地
域
的
に
は
「
広
馬
場
」
　
に
制
限
す
る
。
＠
　
領
事
団
は
地
方
官
憲
と
歩
調
を
合
せ
て
、
支
那
の
開
港
場
の
同
職
と
連
絡
　
を
取
り
、
長
崎
入
港
の
船
長
に
は
厳
に
支
那
人
の
乗
船
を
禁
じ
、
万
一
乗
船
　
さ
せ
た
場
合
に
は
連
れ
帰
さ
せ
る
事
を
命
じ
て
い
る
が
対
策
の
万
全
は
期
し
　
難
か
っ
た
。
㈲
従
っ
て
不
逞
支
那
人
の
探
索
の
た
め
地
方
官
憲
は
遂
に
市
中
に
「
触
」
れ
　
て
、
唐
館
の
門
限
を
夕
六
時
迄
と
し
、
以
後
唐
館
外
に
在
っ
て
パ
ス
ポ
ー
ト
　
の
無
い
支
唐
人
は
逮
捕
、
牢
屋
に
ブ
チ
込
む
旨
を
布
告
し
た
が
「
要
領
の
良
　
い
支
那
人
は
巧
み
に
唐
館
内
へ
春
雨
し
、
不
届
者
は
六
〇
名
も
翌
朝
は
牢
屋
　
に
入
っ
て
い
る
」
と
い
う
自
由
奔
放
さ
を
指
摘
し
、
効
果
が
一
こ
う
に
上
っ
　
て
い
な
い
事
を
認
め
の
　
先
般
、
早
船
マ
カ
オ
号
が
幽
門
か
ら
入
港
し
た
が
、
そ
の
船
中
に
は
禁
制
　
の
支
那
人
百
人
の
乗
客
が
あ
り
、
彼
等
は
無
事
税
関
を
通
過
し
、
二
日
後
に
　
は
安
全
に
上
陸
し
て
直
ち
に
活
発
な
貿
易
を
開
始
し
て
居
り
、
㈹
　
而
も
地
方
監
視
の
き
び
し
さ
も
徐
々
に
緩
ん
で
、
而
て
新
地
蔵
所
の
倉
庫
　
を
解
体
し
、
そ
こ
に
棟
割
長
屋
が
新
来
の
支
那
人
の
誉
め
に
、
安
上
り
の
宿
　
　
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
（
菱
谷
）
・
　
所
と
し
て
出
来
上
っ
て
行
く
の
を
目
撃
し
た
。
と
論
じ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
こ
の
論
評
は
一
八
七
〇
年
三
月
一
九
日
付
の
紙
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
元
に
於
い
て
の
居
留
地
を
中
心
に
蝟
集
し
た
支
那
入
の
展
望
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
り
、
ω
＠
の
内
容
は
万
延
元
年
の
「
附
属
支
那
人
取
扱
い
」
に
関
す
る
長
崎
奉
行
の
上
申
と
符
節
を
合
せ
て
考
え
、
の
は
「
貴
意
門
限
六
時
」
と
あ
る
か
ら
前
　
　
（
一
八
六
七
年
一
二
月
）
述
の
慶
応
三
年
一
一
月
の
惣
門
を
寝
惚
ツ
か
ら
暮
六
ッ
迄
開
放
し
て
立
入
商
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
な
　
ム
　
の
　
　
　
を
許
し
た
時
元
か
ら
翌
年
四
月
、
そ
の
門
限
を
全
面
的
に
解
除
し
た
時
元
詰
に
焦
点
を
絞
り
、
⇔
鮒
は
先
般
（
h
Φ
＜
¶
　
＜
¶
Φ
Φ
昇
　
一
筆
Ω
叶
Φ
目
）
と
あ
る
所
か
ら
、
少
く
と
も
掲
載
当
時
の
実
感
と
目
撃
で
あ
る
と
見
て
良
く
、
こ
の
論
評
に
は
法
の
網
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ト
ド
ケ
モ
ノ
　
　
　
プ
ラ
イ
　
　
ト
　
　
　
ム
ホ
ウ
モ
ノ
を
く
ぐ
っ
た
所
謂
「
不
届
者
」
　
「
無
頼
魚
骨
」
　
「
無
法
者
」
と
し
て
の
支
那
人
の
馴
致
過
程
を
窺
う
事
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
豆
　
　
「
唐
［
館
前
広
馬
場
と
新
地
善
所
」
の
変
質
　
内
浦
に
浮
ぶ
新
地
毒
心
に
対
す
る
唐
館
前
面
の
「
広
馬
場
」
が
開
国
に
伴
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
白
人
の
長
崎
投
入
に
当
り
格
好
の
上
陸
拠
点
と
し
て
逸
早
く
仮
泊
の
中
心
と
な
り
、
キ
ャ
リ
ヤ
に
富
ん
だ
先
住
の
唐
館
の
支
那
人
と
結
托
し
て
有
利
な
地
歩
を
堅
め
て
行
く
半
面
、
将
来
さ
れ
る
外
人
居
留
地
の
整
備
に
思
わ
ぬ
禍
根
を
残
し
て
行
っ
た
事
に
つ
い
て
は
再
三
に
及
ん
で
論
ず
る
所
が
あ
っ
た
。
特
に
先
稿
「
外
夷
附
属
の
支
那
人
に
つ
い
て
」
に
於
い
て
は
「
外
支
の
接
点
と
し
て
の
広
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
馬
場
」
の
節
を
設
け
て
、
当
該
地
域
の
写
真
と
図
面
を
掲
載
し
て
、
八
八
六
一
む
　年
＝
一
月
一
二
日
付
の
長
崎
在
勤
の
英
副
領
事
マ
イ
バ
ー
ク
か
ら
江
戸
在
勤
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
六
一
年
七
月
）
英
公
使
オ
ー
ル
、
コ
ッ
ク
へ
の
報
告
書
類
を
文
久
元
年
六
月
幽
居
留
場
取
扱
掛
乙
名
連
名
に
な
る
長
崎
村
十
善
寺
郷
（
広
馬
場
）
に
於
け
る
「
唐
倉
」
　
「
無
頼
の
徒
」
に
関
す
る
伺
書
と
届
書
に
対
照
さ
せ
な
が
ら
具
体
的
に
説
明
を
加
え
た
の
で
今
更
に
、
広
馬
場
の
変
質
に
つ
い
て
は
説
明
の
要
は
な
い
。
唯
こ
の
居
留
外
人
の
支
那
人
評
の
中
に
　
「
1
⊆
P
創
①
円
9
①
o
冠
Z
ぼ
α
q
ロ
。
σ
q
信
一
冠
≦
鉱
。
げ
零
霧
藍
碧
。
長
銀
一
①
h
霞
昏
Φ
6
0
昌
住
⊆
9
0
h
＄
o
げ
①
昌
α
①
＜
①
曼
一
b
畠
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
第
一
九
号
く
崔
q
巴
0
8
轟
》
餌
暮
。
駒
之
皿
同
窪
Φ
昌
犀
目
下
8
畠
ρ
⊆
母
什
震
餌
け
国
跨
。
び
9
げ
曽
」
と
あ
る
事
は
「
広
馬
場
」
が
唐
館
（
け
げ
Φ
Ω
9
匡
①
目
9
0
ω
霞
。
）
か
ら
外
さ
れ
な
が
ら
も
、
前
方
の
隣
接
地
と
し
て
。
包
Z
ぼ
ρ
切
o
o
q
9
匡
の
責
任
下
で
、
支
那
人
の
占
居
が
黙
認
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
事
実
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ム
ロ
て
前
出
の
慶
応
三
年
に
至
っ
て
、
広
馬
場
に
屯
す
る
無
類
の
支
那
人
の
清
掃
狩
が
掲
示
に
依
っ
て
布
告
さ
れ
て
も
コ
笑
」
に
附
せ
ら
れ
、
要
領
の
悪
い
「
不
届
者
」
が
六
〇
人
も
投
獄
さ
れ
る
事
が
茶
飯
事
で
あ
っ
た
事
実
に
は
明
治
初
年
に
は
大
量
の
密
入
国
者
が
堂
々
と
行
な
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
新
地
の
蔵
所
が
住
宅
へ
変
化
し
て
行
く
事
実
と
並
ん
で
、
密
航
支
那
人
の
正
当
化
へ
の
馴
致
が
進
ん
で
い
る
事
を
示
し
て
居
る
。
　
以
上
の
如
く
広
馬
場
の
変
質
に
つ
い
て
は
「
外
夷
附
属
」
の
方
面
か
ら
論
ず
る
所
が
あ
っ
た
が
、
新
地
蔵
所
の
変
質
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
越
論
究
を
進
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
ヰ
　
た
事
は
な
い
。
　
記
録
に
辿
る
と
唐
人
屋
敷
差
配
役
連
名
に
な
る
辰
四
月
付
の
「
唐
商
引
立
方
之
儀
壁
付
申
上
候
書
付
」
の
中
に
　
近
年
に
至
り
新
地
二
而
居
留
地
之
振
合
二
准
ジ
住
居
三
差
免
候
以
来
追
々
新
　
地
へ
引
越
候
者
茂
有
之
当
時
在
館
高
二
百
八
拾
四
人
之
者
共
…
…
極
貧
之
者
　
共
進
一
差
一
一
者
共
一
己
…
…
と
あ
る
か
ら
新
地
の
蔵
所
が
変
質
し
て
「
外
国
人
居
留
地
」
振
合
い
で
支
那
人
の
居
留
地
と
な
っ
て
行
っ
た
事
が
判
る
が
、
そ
の
近
年
を
何
時
に
設
定
す
る
か
が
問
題
で
あ
ろ
窪
盤
処
分
書
類
の
中
に
は
薪
畿
処
宅
料
取
立
高
書
　
　
註
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
四
月
付
」
㈲
「
新
地
之
儀
二
付
廉
々
取
調
申
上
記
書
付
」
㈲
「
新
地
惣
坪
数
井
貸
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
之
覚
」
㊨
「
新
地
住
居
地
代
銀
之
覚
」
周
「
蔵
敷
銀
之
覚
」
㈱
「
新
地
蔵
敷
井
地
料
取
立
之
覚
」
㈱
「
新
地
蔵
敷
地
葺
取
立
差
引
書
」
㈲
等
の
「
新
地
処
分
」
に
関
す
る
一
括
書
類
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
㈱
と
陶
圏
を
調
査
、
整
理
す
る
と
次
の
表
二
が
得
ら
れ
る
。
表
二A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
一
畳翫
・
ﾖ
鱗
新
地
蔵
所
の
住
宅
地
へ
の
転
移
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
　
新
地
蔵
敷
井
地
料
取
立
之
覚
に
依
る
年
　
次
　
　
子
元
治
元
年
　
　
丑
慶
応
元
年
　
　
寅
慶
応
二
年
取
立
総
額
銀
葉
垂
・
六
空
匁
余
内
訳
蔵
敷
銀
一
地
代
銀
　
貫
き
孟
二
六
匁
余
〃
　
　
　
一
三
六
・
三
八
〃
余
．
量
・
七
9
万
余
　
　
　
　
一
〃
…
・
六
七
一
〃
余
二
四
・
三
二
九
〃
余
順
応
三
型
七
六
．
莫
”
余
｝
杢
．
五
西
”
余
虻
〃
貫
二
●
一
六
四
㎞
鳳
A
不
δ
人
会
〃
三
九
・
三
四
六
〃
余
西
・
晃
二
〃
余
備
　
　
　
　
考
（
借
地
坪
数
推
定
）
講
灘
霧
雛
鳶
⑰
・
ひ
堵
倒
。
。
α
O
ひ
齪
塒
α
c
。
α
O
O
鳶
●
c
。
堵
一
路
。
。
α
O
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
新
地
住
居
地
代
銀
之
覚
と
蔵
敷
銀
之
覚
に
拠
る
　
　
辰
明
治
元
年
　
　
五
月
提
鞄
九
二
●
四
六
二
匁
全
小
ぎ
δ
匁
（
蕪
罎
鑑
坪
数
総
坪
数
　
昊
五
〇
坪
　
　
　
　
δ
七
二
・
五
坪
　
　
一
坪
二
付
年
蓋
匁
割
　
A
の
資
料
に
は
最
後
の
所
に
、
合
計
銀
百
七
拾
九
貫
六
拾
目
と
あ
り
、
そ
の
内
訳
の
所
が
　
百
四
拾
弐
貫
七
拾
弐
匁
　
　
　
蔵
敷
　
　
但
四
ケ
年
平
均
一
ケ
年
三
拾
五
貫
五
百
拾
八
匁
余
二
当
ル
　
　
　
（
朱
）
此
金
三
百
五
拾
五
両
永
百
八
拾
文
　
三
拾
六
貫
九
百
八
拾
七
匁
　
　
地
料
　
　
但
三
ケ
年
半
二
刻
壱
ケ
年
拾
貫
五
百
六
拾
七
匁
単
二
当
ル
　
　
　
（
朱
）
此
金
百
五
両
弐
分
永
百
七
拾
文
と
記
さ
れ
て
居
り
、
恐
ら
く
元
治
元
年
を
半
年
で
計
算
し
て
い
る
様
で
あ
る
か
ら
支
那
人
の
新
地
へ
の
移
動
が
始
ま
り
、
蔵
所
が
住
宅
化
さ
れ
て
地
料
が
取
り
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
常
識
的
に
考
え
て
元
治
元
年
の
後
半
か
ら
と
見
立
て
、
ほ
ぼ
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
而
も
B
の
地
代
銀
の
資
料
に
は
支
那
人
商
社
が
借
入
れ
た
場
所
と
坪
数
、
地
代
銀
の
単
価
（
一
坪
年
一
五
匁
）
と
総
額
が
明
記
し
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
規
準
と
し
て
A
の
各
年
次
に
於
け
る
地
代
銀
か
ら
借
地
坪
数
を
推
定
し
た
の
が
下
段
の
備
考
欄
の
ア
ラ
ビ
ヤ
数
字
の
坪
数
で
あ
る
。
分
母
の
坪
数
が
鬼
蓮
を
外
し
た
新
地
総
坪
数
で
あ
る
事
は
い
う
迄
も
な
い
。
今
こ
れ
等
の
数
値
を
後
述
の
翌
明
治
二
年
に
制
定
さ
れ
た
「
支
那
人
貸
地
規
則
書
」
に
署
名
捺
印
し
て
い
る
新
地
居
住
支
那
人
の
場
所
件
数
と
坪
数
－
一
二
件
と
二
六
六
九
坪
と
対
照
す
る
と
（
表
四
参
照
）
新
地
蔵
所
の
顕
著
な
変
化
に
一
驚
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
支
那
人
の
新
地
蔵
所
へ
の
居
住
が
差
障
ぜ
ら
れ
た
耳
元
「
近
年
」
を
ど
こ
迄
遡
ら
せ
ら
れ
る
か
一
概
に
決
定
出
来
な
い
が
、
右
表
に
依
っ
て
「
事
実
」
と
し
て
は
既
に
元
治
元
年
の
後
半
に
支
那
人
の
当
該
地
へ
の
移
動
が
始
っ
て
お
り
、
明
治
元
年
に
至
る
爾
後
五
ケ
年
に
借
地
坪
数
は
十
倍
以
上
に
昇
り
、
寝
所
は
そ
の
性
格
を
変
化
し
て
居
住
性
を
増
し
、
而
も
明
治
二
年
に
は
四
月
に
外
人
居
留
地
の
振
合
に
依
っ
て
支
那
人
貸
地
規
則
書
が
制
定
さ
れ
て
支
那
人
居
留
地
の
合
法
的
形
成
の
機
運
に
応
じ
て
一
〇
月
に
は
新
地
蔵
所
の
築
増
一
千
坪
の
計
画
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
に
移
さ
れ
て
い
る
か
ら
新
地
へ
の
支
那
人
の
差
免
じ
の
規
定
は
先
行
す
る
既
定
事
実
に
追
随
し
た
処
置
と
見
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
先
に
引
用
し
た
明
治
元
年
の
長
崎
在
留
支
那
人
総
数
七
四
三
名
の
内
、
外
人
居
留
地
へ
進
出
の
分
を
外
し
た
学
館
居
住
の
二
四
二
名
、
新
地
居
住
二
一
三
名
に
改
め
て
目
を
向
け
て
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
先
づ
そ
の
唐
館
居
住
の
支
那
人
の
数
は
「
新
地
居
住
志
免
」
に
関
す
る
前
記
、
唐
人
屋
敷
差
配
役
連
名
の
「
唐
商
引
立
方
之
儀
二
黒
申
上
候
書
付
」
の
中
に
は
二
八
四
名
と
あ
る
か
ら
同
じ
年
次
で
も
月
に
依
っ
て
四
〇
名
以
上
の
変
化
の
見
ら
れ
る
の
は
、
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
？
統
計
資
料
の
中
に
は
未
だ
「
広
馬
場
居
住
」
の
支
那
人
に
は
何
ら
触
れ
て
い
な
い
か
ら
慶
応
三
年
末
か
ら
翌
明
治
元
年
初
め
に
か
け
て
の
「
唐
館
」
の
解
　
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
（
菱
谷
）
体
、
解
放
の
事
実
は
、
寧
ろ
前
面
の
「
広
馬
場
」
を
唐
箕
一
字
（
け
げ
①
0
9
冠
魯
。
一
〇
ω
霞
①
）
に
囲
み
込
ん
だ
形
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
寝
て
主
客
転
倒
し
て
　
「
広
馬
場
」
が
独
立
し
た
居
留
地
域
と
し
て
唐
館
か
ら
離
れ
、
同
時
的
に
唐
館
が
解
体
、
消
滅
し
て
行
く
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
言
わ
ば
広
馬
場
の
地
域
は
従
来
、
鎖
国
時
代
蘭
館
と
並
ん
だ
下
館
が
新
し
い
時
代
の
脚
光
を
浴
び
て
、
発
展
的
に
解
消
す
る
為
の
「
足
場
」
と
な
っ
て
お
り
、
一
つ
は
こ
こ
を
軸
と
し
て
外
人
居
留
地
へ
進
出
し
て
外
夷
附
属
と
な
り
つ
つ
本
命
は
こ
こ
を
核
体
と
し
て
新
地
蔵
所
へ
年
次
的
に
進
出
し
て
蔵
所
の
性
格
を
変
じ
つ
つ
、
そ
の
余
勢
は
更
に
前
面
へ
転
進
し
て
幕
末
維
新
の
一
時
期
に
は
出
島
と
押
並
ん
だ
俵
物
役
所
趾
迄
、
そ
の
範
囲
は
延
び
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
然
し
騰
て
時
勢
の
安
定
と
共
に
そ
れ
は
集
約
さ
れ
て
「
広
馬
場
地
区
」
と
「
新
地
地
区
」
の
正
規
の
支
那
人
居
留
地
へ
凝
固
、
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
と
見
て
良
い
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
皿
　
明
治
初
年
の
居
住
支
那
人
の
人
口
推
移
　
明
治
三
年
発
行
の
銅
版
の
「
長
崎
港
全
図
」
に
は
図
上
段
に
「
外
人
居
留
地
十
万
坪
余
、
支
那
人
居
留
地
一
万
坪
余
、
上
中
下
三
等
の
差
あ
り
」
と
附
記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
八
年
の
長
崎
県
が
中
央
へ
報
告
し
た
「
外
人
居
留
地
官
民
有
地
明
細
帳
」
に
依
る
と
外
人
居
留
地
は
「
大
浦
、
東
山
手
、
下
り
松
、
南
山
手
、
梅
ケ
崎
、
出
島
」
の
六
地
区
聖
慮
一
〇
万
一
九
七
七
・
八
坪
（
上
等
地
一
万
七
一
二
七
・
八
坪
、
中
等
地
幾
万
二
八
六
六
・
八
坪
、
下
等
地
六
万
一
九
八
三
二
一
坪
）
、
支
那
人
居
留
地
は
「
新
地
、
広
馬
場
」
の
二
地
区
総
坪
六
九
六
五
坪
（
上
等
地
一
五
九
九
・
三
坪
、
中
等
地
四
五
三
六
・
五
坪
、
下
等
黒
八
二
九
・
二
坪
）
と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
明
治
三
年
を
八
年
の
資
料
と
対
照
し
て
見
る
と
外
人
居
留
地
の
場
合
は
明
治
八
年
の
正
確
な
報
告
資
料
に
一
致
し
て
、
そ
の
地
域
は
固
定
し
て
い
る
が
、
支
那
人
居
留
地
の
場
合
に
は
、
そ
の
地
域
と
面
積
に
は
可
成
り
の
相
異
の
あ
る
事
に
気
付
く
。
こ
れ
は
地
図
上
の
附
記
の
表
現
が
「
万
」
を
単
位
と
し
た
極
め
て
お
お
ま
か
な
記
載
で
あ
る
事
と
又
当
時
「
広
馬
場
と
新
地
」
を
中
心
に
支
那
人
の
占
居
形
態
が
固
定
化
に
向
い
つ
つ
も
、
尚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
九
号
流
動
的
で
あ
り
、
奥
地
化
し
た
唐
館
内
に
地
域
的
に
散
在
す
る
消
極
的
な
も
の
か
ら
前
方
の
俵
物
役
所
趾
へ
勇
躍
進
出
す
る
積
極
的
の
者
ま
で
唐
館
と
出
島
を
結
ぶ
内
浦
一
帯
へ
幅
広
い
展
開
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
聴
て
そ
の
散
慢
な
支
那
人
居
住
が
集
約
、
凝
固
し
て
「
広
馬
場
と
新
地
」
地
区
に
固
定
し
て
明
治
八
年
の
報
告
資
料
と
な
っ
た
も
の
と
断
じ
て
良
か
ろ
う
。
　
今
、
こ
の
明
治
三
年
、
　
八
年
に
焦
点
を
絞
り
、
　
明
治
初
年
に
於
け
る
広
馬
場
、
新
地
に
集
約
さ
れ
て
行
く
正
規
の
支
那
人
居
留
地
に
於
け
る
入
口
動
態
を
各
年
次
の
「
漢
人
籍
牌
簿
」
の
類
で
、
丹
念
に
調
査
、
整
理
す
る
と
次
の
如
き
護
「
鵡
甥
轟
長
崎
在
留
支
那
人
の
推
移
表
」
が
得
ら
れ
る
。
／明
治
一
年
〃
　
二
年
〃
　
三
年
居
留
地
域
別
支
那
人
数
羅
磯
霧
万
機
裡
瀞
…
爾
三
天
○
｝
壬
三
九
董
　
　
○
七
八
二
五
　
　
〇
＝
一
一
〃
　
四
年
一
　
七
…
　
一
五
〃
　
五
奪
〃
　
六
年
〃
　
七
年
六…
@
二
三
九
…
　
○
○
…
一
三
〃
　
八
年
〃
　
九
年
一
〃〃
Ω
＝
一
六
一
〇
窒
＝
型
Ω
＝
一
三
q
；
二
　
　
四
三
＝
二
三
＝
八
一
五
一
一
＝
五
二
五
七二
二
八
三
三
＝
二
二
八
六
、
　
○
二
四
二
二
九
ご
一
六
三
＝
＝一ご
一
二
八
八
「
ハ
六
三
〇
…
五
〇
三
四
Ω
○
三
三
璽
○
一
八
三
｝
一
五
八
｝
一七｝
○○
一
○
総
人
数
七
四
四
五
〇
五
原
　
拠
　
資
　
　
　
料
新
地
住
居
唐
人
名
前
書
外
国
人
支
那
人
名
前
取
調
帳
清
国
人
鑑
札
簿
？
四
五
Ω
？
三
四
六
？
二
七
三
？
二
七
〇
七
〇
八
七
一
七
？
三
〇
八
五
七
〇
四
七
三
支
那
人
遡
れ
一
件
　
明
治
三
－
五
年
支
那
人
鑑
札
｝
件
　
明
治
六
年
清
民
領
牌
入
名
冊
新
地
清
人
籍
二
丁
大
浦
清
人
籍
牌
簿
驚
酸
乳
名
冊
寄
留
清
人
名
簿
清
民
人
名
戸
籍
簿
二
四
基
礎
資
料
と
な
っ
た
支
那
人
の
「
名
前
書
」
　
「
鑑
札
簿
」
　
「
領
牌
人
名
簿
」
「
籍
牌
簿
」
　
「
寄
留
名
簿
」
　
コ
月
籍
簿
」
の
類
は
年
次
を
追
い
な
が
ら
も
記
載
の
形
式
に
著
し
い
相
違
が
あ
り
、
そ
の
内
容
の
把
捉
、
理
解
の
上
で
困
難
な
点
が
多
く
、
か
て
て
加
え
て
記
録
の
不
備
と
記
載
の
疎
密
が
見
ら
れ
、
特
に
明
治
三
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
そ
れ
が
甚
し
く
又
明
治
九
年
の
資
料
で
は
肝
心
な
新
地
寄
留
の
名
簿
が
欠
け
て
お
り
、
豊
中
に
二
名
記
入
し
て
あ
る
の
は
他
地
域
の
内
で
偶
然
発
見
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
疑
問
の
ケ
所
に
は
￥
を
附
し
て
、
一
応
合
計
欄
は
形
式
的
に
記
入
し
て
置
い
た
。
表
中
の
各
年
次
の
総
人
数
を
見
る
と
在
留
支
那
人
の
多
い
年
は
明
治
元
年
の
七
四
四
名
、
明
治
七
、
八
年
の
七
〇
八
名
、
七
一
七
名
で
、
逆
に
少
な
い
年
は
明
治
四
、
五
年
の
二
七
三
名
、
二
七
〇
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
値
に
は
多
少
の
疑
問
が
持
た
れ
る
が
数
の
少
な
い
明
治
五
、
六
年
は
日
清
修
好
条
規
締
結
の
直
後
で
あ
り
、
数
の
多
い
明
治
七
、
八
年
は
そ
れ
が
軌
道
に
乗
っ
た
時
期
と
す
る
な
ら
ば
、
支
那
人
動
態
に
条
約
締
結
が
陰
陽
に
影
響
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
　
尚
野
中
に
「
不
明
」
と
し
て
い
る
の
は
、
前
後
の
年
と
対
照
し
て
見
て
も
商
社
の
所
在
が
判
ら
ず
、
当
時
の
商
社
の
盛
衰
激
動
の
中
で
、
そ
れ
に
附
属
す
る
支
那
人
が
極
め
て
流
動
的
で
固
定
的
に
捉
え
る
事
が
出
来
な
い
の
で
「
不
明
」
と
し
て
別
欄
に
記
入
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
大
浦
外
人
居
留
地
に
進
出
し
た
支
那
人
の
動
態
に
－
つ
い
て
は
右
基
礎
資
料
の
外
に
明
治
一
、
二
、
三
年
の
「
名
前
調
帳
」
三
冊
が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
依
っ
て
月
別
の
異
動
ま
で
判
る
の
で
回
申
の
同
年
の
大
浦
居
住
の
支
那
人
の
数
と
比
較
す
る
と
可
成
り
の
相
違
が
見
ら
れ
、
而
も
そ
れ
が
月
別
に
依
っ
て
激
変
し
て
浮
動
性
が
顕
著
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
依
っ
て
も
表
中
の
「
不
明
」
の
性
格
が
丁
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
土
中
に
唐
館
と
広
馬
場
を
一
つ
の
区
劃
の
中
に
ま
と
め
点
線
を
以
て
両
者
を
区
別
し
、
大
き
く
広
馬
場
地
区
で
ま
と
め
た
の
は
前
述
の
如
く
唐
館
前
面
の
「
広
馬
場
」
を
唐
館
一
劃
（
昏
Φ
〇
三
流
窪
9
0
ω
嘆
①
）
に
囲
み
込
み
、
更
新
の
「
唐
馬
－
広
馬
場
」
と
い
う
形
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
表
に
依
る
と
館
内
居
住
の
支
那
人
が
明
治
元
年
に
二
三
六
名
い
た
の
が
年
を
経
る
に
従
っ
て
減
少
し
、
明
治
七
年
以
降
は
統
計
上
○
と
な
っ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
旧
い
唐
館
が
発
展
的
に
解
消
し
、
そ
れ
が
広
馬
場
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
行
く
姿
で
あ
り
、
爾
来
広
馬
場
、
新
地
、
外
人
居
留
地
と
三
地
区
共
に
居
留
支
那
人
の
数
は
増
加
、
安
定
の
傾
向
を
示
し
て
居
る
事
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
華
僑
の
長
崎
に
於
け
る
人
口
動
態
は
明
治
一
五
年
以
降
は
ホ
ボ
、
そ
の
統
計
資
料
が
残
っ
て
居
る
が
、
そ
れ
以
前
の
唐
館
解
体
後
の
当
初
の
微
妙
な
明
治
初
年
十
年
間
は
空
白
に
な
っ
て
居
た
。
幸
い
県
立
図
書
館
に
は
当
該
期
閥
に
於
け
る
「
籍
牌
簿
」
「
領
置
名
冊
」
等
の
類
が
多
く
残
っ
て
居
る
の
で
、
こ
れ
を
丹
念
に
整
理
、
調
査
し
一
応
の
結
果
を
得
た
の
で
、
そ
の
空
白
を
補
う
た
め
作
製
し
た
の
が
表
⇔
で
あ
る
。
表
申
か
ら
明
治
九
年
広
馬
場
の
資
料
を
早
い
だ
年
を
始
め
疑
問
符
を
附
し
た
年
を
外
し
て
、
そ
の
平
均
値
を
求
め
る
と
約
音
〇
〇
人
の
数
値
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
華
僑
の
．
平
均
値
五
〇
〇
名
は
華
僑
の
「
法
の
網
を
く
ぐ
っ
て
の
」
不
正
の
暗
躍
に
手
を
や
い
た
白
山
が
「
周
①
冒
コ
p
。
く
」
を
期
待
し
た
日
清
条
約
締
結
の
前
後
に
於
い
て
、
殆
ん
と
変
化
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
数
値
を
基
準
と
し
て
長
崎
の
華
僑
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
代
の
時
代
の
波
に
乗
り
な
が
ら
幾
多
の
カ
ー
ブ
を
描
き
、
百
年
後
の
今
日
、
尚
七
〇
〇
人
に
近
い
支
那
人
が
大
浦
、
　
広
馬
場
、
　
新
地
を
中
心
に
在
留
し
て
居
る
と
い
わ
れ
る
。
現
在
、
外
人
居
留
地
の
中
心
、
大
浦
三
二
番
地
所
に
中
国
孔
子
廟
が
復
元
さ
れ
、
そ
の
子
弟
の
教
育
機
関
の
時
中
小
学
校
と
共
に
併
置
さ
れ
て
居
る
事
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
正
に
旧
き
居
留
地
時
代
に
於
け
る
華
僑
進
出
を
語
る
金
字
塔
で
あ
ろ
う
。
註
一
、
箕
内
健
次
氏
「
長
崎
」
の
末
尾
に
「
中
国
船
オ
ラ
ン
ダ
船
来
航
隻
数
」
表
が
附
　
　
記
さ
れ
、
そ
れ
に
依
っ
て
鎖
国
時
代
の
貿
易
の
推
移
が
了
え
る
が
幕
末
に
至
り
そ
　
　
の
数
は
激
減
、
安
政
五
年
以
降
は
記
入
が
な
い
。
註
二
、
安
政
六
年
六
月
、
開
港
に
当
っ
て
居
留
地
設
定
の
目
鼻
が
つ
い
て
居
な
か
っ
た
　
　
の
で
取
り
あ
え
ず
条
約
国
と
の
間
に
仮
泊
地
協
定
を
結
ん
だ
。
そ
の
範
囲
は
正
確
　
　
な
日
本
資
料
を
欠
い
で
不
明
で
あ
る
が
大
体
蘭
館
対
岸
の
江
戸
町
か
ら
内
浦
沿
岸
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
（
菱
谷
）
　
　
を
経
て
南
・
万
へ
、
大
徳
寺
、
連
覇
を
か
か
え
こ
み
東
山
手
か
ら
南
山
手
の
妙
行
寺
　
　
へ
結
ん
だ
線
内
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
註
三
、
0
の
申
の
数
字
は
「
羅
処
分
姦
」
の
整
理
番
号
で
あ
る
．
丁
字
、
明
治
臨
書
年
十
月
「
新
地
築
増
地
一
件
」
註
五
、
拙
稿
「
申
国
孔
子
廟
と
長
崎
」
　
（
長
崎
談
叢
　
第
五
〇
輯
掲
載
予
定
）
四
、
支
那
人
商
社
の
動
向
と
関
連
古
図
　
こ
の
明
治
初
年
に
於
け
る
居
留
支
那
人
の
動
態
を
更
に
具
体
的
に
把
握
す
る
為
め
、
彼
等
華
僑
商
社
群
の
推
移
を
追
跡
し
て
糖
度
い
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
既
に
先
年
、
日
清
条
約
締
結
前
に
外
人
居
留
地
に
進
出
し
た
「
非
条
約
」
支
那
人
の
商
社
の
推
移
を
考
察
し
た
事
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
基
盤
に
習
え
て
唐
館
解
体
後
出
現
し
た
正
規
支
那
人
居
留
地
に
展
開
す
る
商
社
群
に
焦
点
を
当
て
て
見
よ
う
。
こ
こ
に
掲
げ
た
表
四
（
1
）
　
（
皿
）
は
明
治
初
年
に
於
け
る
正
規
支
那
人
居
留
地
の
地
割
（
地
番
、
地
種
、
地
積
）
と
借
地
人
の
年
次
的
推
移
を
眺
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
1
）
　
（
∬
）
の
二
つ
の
表
に
分
け
た
の
は
、
前
者
（
1
）
に
於
い
て
は
唐
館
を
広
馬
場
と
一
体
化
の
中
で
捉
え
、
白
人
の
場
合
、
　
「
出
島
」
に
於
け
る
従
来
の
「
国
p
。
0
8
q
」
の
地
域
が
そ
の
ま
ま
近
代
の
外
人
居
留
地
の
中
に
組
入
れ
ら
れ
て
行
っ
た
の
に
対
し
、
華
僑
の
場
合
、
従
来
の
高
館
の
「
O
乱
訴
9
巳
。
ω
⊆
器
」
が
所
を
変
え
て
、
そ
の
前
面
の
広
馬
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
へ
脱
皮
し
て
行
く
姿
を
明
確
に
し
、
後
者
（
亜
）
に
於
い
て
は
、
そ
の
広
馬
場
を
拠
点
と
し
て
外
人
居
留
地
の
出
現
に
伴
っ
て
南
方
の
外
人
居
留
地
へ
「
外
夷
附
属
」
と
し
て
進
出
し
て
行
っ
た
支
那
人
が
次
い
で
「
唐
館
附
属
」
　
「
公
司
附
属
」
と
し
て
前
面
の
内
浦
に
浮
ぶ
新
地
蔵
所
へ
進
出
し
幕
末
維
新
の
一
時
期
に
は
膨
張
し
て
、
そ
の
地
域
は
新
地
か
ら
あ
ふ
れ
て
前
方
の
元
俵
物
役
所
の
地
域
迄
の
び
て
出
島
と
並
ぶ
と
い
う
現
象
を
生
じ
な
が
ら
嘗
て
．
新
地
の
地
域
に
凝
固
し
、
海
岸
前
面
の
一
等
地
を
中
心
に
支
那
人
商
社
が
「
こ
こ
」
に
顔
を
揃
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
移推の人那支るけ於に地留居場馬広D（四表
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
九
号
二
六
謡
一
焔
治
住
明
居
』
レ
ヒ
ド
群
睡
柄
レ
陰
極
轡
照
群
ド
レ
ド
…
…
一
…
…
丙
　
醐
　
鞍
繍
欄
瀦
蜻
黙
黙
瀦
”
輔
鷲
　
　
　
八
　
　
　
　
魏
　
　
雲
嶺
厳
林
伝
伝
陳
　
伝
鉦
挑
泰
　
　
黄
甲
乙
輪
廓
　
　
　
　
　
　
）
　
　
）
年
繍
八
借
治
数
明
坪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
－
駄
嘉
難
瀦
㎜
㎜
翻
羅
蕪
腰
細
椴
　
焉
吻
訴
驚
撫
暴
灘
鱗
無
轡
慧
…
C
　
数
年
坪
二
人
台
那
、
U
ノ
ー
　
支
明
住
　
居
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
臨
調
　
　
　
　
翰
競
三
門
陥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
Q
」
一
1
ー
ー
－
1
－
－
ー
ー
ー
ー
ー
ー
璽
ー
二
三
－
－
1
ー
ー
ー
一
睡
ー
ー
－
－
－
ー
ー
－
1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
－
－
ー
ー
l
l
l
ー
ー
ー
ー
ー
－
ー
ー
ー
ー
ー
一
一
－
ー
ー
ー
－
ー
ー
ー
3
ー
ー
ー
ー
ー
ー
　
　
達
　
　
端
達
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
斉
福
田
杉
祥
航
　
　
　
芳
礼
　
　
人
　
　
臥
甲
　
雲
”
仁
雲
ω
　
　
　
　
　
　
　
安
福
心
得
福
春
順
亦
　
汝
欽
　
ω
　
α
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
　
林
　
　
鄭
林
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
伝
伝
紀
伝
鉦
広
蘇
　
　
黄
魏
次
年
番
　
地
年
名
元
人
治
住
明
居
B
年
名
三
人
応
住
慶
居
A
移推の社商るけ於に地留居地薪D（四表
年
三
一
治
明
渡
月
貸
年
雌
商
丙
6
6
1
2
2
1
2
9
6
6
6
9
9
9
9
9
6
ワ
6
ワ
ー
9
2
9
　
　
9
　
9
　
　
6
4
9
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
凱
飢
a
色
翫
乞
飢
飢
潔
癖
伍
伍
飢
0
。
飢
翫
氏
伍
飢
乞
配
色
軌
　
凱
　
巳
　
　
L
L
9
。
　
　
　
　
　
翫
翫
L
L
a
翫
ε
M
1
1
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
　
　
1
　
　
1
　
1
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
幽
8
闘
1
1
1
1
「
」
1
，
1
■
1
■
■
8
8
■
8
1
1
1
1
1
1
1
1
5
1
1
1
闘
1
‘
駈
，
，
，
，
幽
■
8
9
■
8
1
層
圏
層
1
8
8
8
1
層
8
8
．
■
■
　
．
1
．
1
，
l
l
．
．
．
l
l
■
1
9
8
．
1
8
9
1
1
闘
－
層
－
圏
I
I
I
闘
I
I
I
－
I
I
I
－
I
I
I
l
I
I
層
l
I
1
8
■
8
8
1
■
■
，
臨
，
陰
膨
‘
I
I
巳
」
「
‘
．
．
8
1
■
幽
■
8
，
，
1
層
■
1
闘
l
I
I
層
8
8
1
■
■
1
■
1
．
，
．
8
，
，
幽
，
「
「
｝
l
I
I
1
1
「
1
臨
酵
，
■
，
8
8
1
1
－
1
1
1
1
，
「
一
「
I
I
匹
e
「
1
「
，
1
，
層
，
l
I
I
塵
，
I
I
I
l
l
I
I
l
‘
「
一
1
「
1
巳
駈
聖
「
5
「
‘
，
，
卜
聖
「
1
膨
「
し
監
，
幽
，
講
驚
灘
灘
鵬
霧
欝
鶉
盤
鶴
面
壁
論
調
鞘
霧
人
躬
窮
篶
舞
鶴
華
華
黎
区
振
永
仁
蘇
面
面
永
二
品
泰
興
顔
山
盛
益
面
面
痴
愚
　
大
部
　
　
影
面
同
　
泰
　
　
隆
泰
泰
昇
華
泰
徳
泰
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
l
く
一
覧
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
八
鵬
料
地
借
数
十
乙
＄
翻
濃
墨
難
細
塵
蕪
脇
鯉
難
謄
聾
瀞
瀞
黙
黙
上
上
上
上
上
上
上
中
中
申
中
中
中
中
野
中
畠
中
晶
晶
申
中
山
　
申
申
中
中
中
吊
中
　
　
申
申
申
申
上
中
申
糸
撚
報
麟
獺
鵬
謡
講
粥
四
鵜
聯
鎚
蹴
線
螺
年
七
一
三
治
明
C
の
助
ハ
ワ
の
の
男
D
乱
翫
乱
塩
乱
L
ゑ
2
0
2
2
2
4
4
2
1
1
9
6
号
号
号
号
号
号
号
泰
昌
源
源
豊
豊
記
徳
泰
長
裕
振
永
仁
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
年
ご
治
明
数
十
鵬
商
甲
生
年
　
　
番
　
　
地
局
番
番
局
番
番
番
号
　
　
号
号
号
号
宮
号
忌
門
二
三
四
五
六
七
八
　
　
九
〇
一
二
三
四
五
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一
新
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
　
　
〃
〃
〃
〃
〃
　
　
　
号
　
　
号
号
号
号
　
号
　
号
喜
喜
号
号
　
骨
壺
番
号
筆
墨
　
　
号
祠
号
　
　
　
六
　
　
七
八
九
〇
　
　
一
　
二
三
四
五
六
　
漸
増
七
八
九
〇
　
　
　
一
二
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
＝
二
一
一
　
　
一
　
　
一
一
一
二
　
二
　
一
＝
＝
＝
＝
一
二
地
〃
〃
　
　
〃
　
　
〃
〃
〃
〃
　
〃
　
〃
〃
〃
〃
〃
　
〃
新
　
〃
〃
〃
　
　
〃
〃
〃
年
元
囎
名
半
商
B
号
　
　
　
号
号
号
年
号
　
　
号
号
　
　
号
号
　
　
号
隆
　
源
豊
豊
記
興
和
豊
豊
和
興
碓
附
広
　
　
　
裕
振
永
仁
裕
　
　
敦
永
　
　
永
敦
　
　
裕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
の
等
号
号
前
号
蕊
源
泰
酔
臥
興
え
寿
昆
裕
益
建
見
に
十
号
店
堂
号
載
和
豊
稲
和
記
元
裕
慶
耳
玉
端
一
年
三
応
慶
同
社
商
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
砧
骨
源
号
号
興
齪
醐
鍵
鵡
　
鋼
甥
描
鶉
難
瑞
騨
広
　
　
　
裕
福
永
仁
裕
　
　
　
永
　
　
永
　
　
　
裕
　
　
　
応
え
r
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
見
隙
号
号
号
窃
髄
平
素
騨
錨
纏
慶
る
治
一
明
　
　
　
1
0
社
治明はMの月年渡貸地
等
．申離岸上は中ムの料地借の中表註
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
（
菱
谷
）
二
七
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
九
号
行
く
姿
を
明
確
に
つ
か
み
遣
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
そ
の
た
め
年
次
的
推
移
を
眺
め
る
柱
と
し
て
明
治
二
、
　
八
、
　
一
三
年
の
地
割
、
借
地
人
名
を
明
記
し
た
信
愚
性
の
高
い
甲
、
乙
、
丙
を
規
準
と
し
、
そ
の
裏
付
け
の
関
連
資
料
と
し
て
A
、
B
、
C
を
整
理
し
て
見
た
。
甲
の
資
料
は
渡
辺
文
庫
（
県
図
書
館
）
の
中
に
在
る
明
治
二
年
号
四
月
付
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
「
支
那
人
貸
地
規
則
書
」
の
末
尾
に
署
名
捺
印
し
て
居
る
借
地
人
名
を
地
割
　
毎
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
正
規
支
那
人
居
留
地
を
考
え
る
上
で
極
め
て
　
貴
重
で
あ
ろ
う
。
乙
の
資
料
は
「
外
国
人
居
留
地
官
民
有
地
明
細
帳
」
　
（
県
図
書
館
）
と
題
す
る
　
県
外
務
課
か
ら
明
治
八
年
、
本
省
へ
報
告
し
た
資
料
で
あ
り
、
地
割
の
内
容
　
に
地
種
（
私
地
、
官
地
）
が
加
記
さ
れ
て
居
る
が
借
地
人
名
は
な
い
。
丙
の
資
料
は
地
理
局
江
差
出
立
と
肩
書
さ
れ
た
「
居
留
地
調
査
一
件
」
但
絵
図
　
　
ナ
シ
　
　
面
附
属
（
県
図
書
館
）
と
題
す
る
県
地
所
係
か
ら
明
治
一
三
年
一
二
月
に
差
　
出
さ
れ
た
調
査
書
類
で
、
極
め
て
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
居
る
が
遺
憾
な
が
ら
　
肝
心
の
絵
図
面
を
失
っ
て
居
る
。
但
し
貸
渡
年
月
が
明
記
さ
れ
て
居
り
又
移
　
動
に
依
っ
て
借
地
人
名
の
欄
に
貼
紙
が
あ
る
の
で
借
地
人
－
商
社
の
推
移
、
　
異
動
を
窺
う
事
が
出
来
る
Q
右
の
内
乙
丙
は
何
れ
も
申
央
へ
の
正
式
報
告
書
類
の
原
文
で
あ
り
、
そ
れ
に
依
る
と
地
割
は
既
に
固
定
し
て
両
者
に
相
異
は
な
い
の
で
乙
欄
に
於
い
て
地
割
関
係
の
事
項
を
ま
と
め
て
記
し
丙
欄
に
於
い
て
は
借
地
人
名
一
重
社
名
の
み
に
留
め
貸
渡
年
月
を
附
記
し
た
。
　
次
に
傍
証
資
料
と
し
て
援
用
し
た
A
、
B
、
¢
の
内
、
A
、
B
は
慶
応
三
年
、
明
治
元
年
の
記
録
で
「
基
準
」
と
し
て
設
置
し
た
明
治
二
年
の
甲
資
料
の
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
C
は
明
治
三
一
七
年
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
資
料
の
中
か
ら
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
A
は
渡
辺
文
庫
の
中
に
あ
る
夘
四
月
「
新
地
住
居
唐
人
名
前
帳
」
に
拠
る
も
の
で
、
新
地
に
於
け
る
唐
人
名
前
－
商
社
毎
に
、
そ
の
居
住
人
名
が
一
覧
に
な
っ
て
、
記
載
さ
れ
て
居
る
か
ら
所
在
の
商
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
社
名
と
人
数
は
数
え
ら
れ
る
が
、
地
番
の
記
入
は
な
い
の
で
そ
の
位
置
付
け
は
っ
か
め
な
い
。
B
は
始
D
唐
館
処
分
書
類
に
収
録
さ
れ
た
「
新
地
達
拝
数
並
貸
地
　
　
（
慶
応
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慶
応
四
年
）
之
忌
辰
四
月
」
「
「
新
地
住
居
地
代
銀
之
覚
辰
五
月
」
と
㈲
慶
応
四
年
の
「
在
館
唐
人
名
前
帳
」
「
新
地
住
居
唐
人
名
前
書
」
を
綜
合
調
整
し
、
め
ま
ぐ
る
し
く
移
動
錯
綜
す
る
人
名
を
一
応
全
部
拾
っ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
B
に
於
い
て
も
A
と
同
様
に
新
地
に
於
け
る
商
社
の
推
移
が
軸
心
に
な
っ
て
居
り
、
人
数
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ニ
坪
数
等
は
数
え
ら
れ
る
が
地
番
の
記
入
に
は
疑
問
が
あ
る
の
で
一
応
A
、
B
で
捉
え
た
商
社
名
は
甲
の
地
番
の
該
当
箇
所
に
配
置
し
て
整
理
し
甲
に
記
載
の
な
い
商
社
名
は
年
次
毎
に
下
段
に
ま
と
め
て
収
録
し
た
。
C
は
↑
り
明
治
三
－
五
年
の
「
支
那
人
鑑
札
一
件
」
回
明
治
六
年
の
「
支
那
人
鑑
札
一
件
」
の
明
治
七
年
の
「
清
民
領
牌
人
名
冊
」
等
の
申
か
ら
空
白
の
推
移
を
埋
め
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
そ
の
内
、
海
岸
言
上
等
地
一
番
！
七
番
に
は
後
述
の
新
地
絵
図
に
記
載
の
商
社
名
も
括
弧
書
き
し
て
収
め
て
置
い
た
。
尚
こ
の
ω
⑭
に
於
い
て
は
、
そ
の
中
に
「
懇
諭
居
住
」
と
し
て
記
し
て
あ
る
の
に
の
に
於
い
て
は
「
新
地
寄
留
」
　
「
広
馬
場
寄
留
」
　
「
大
浦
浪
之
平
寄
留
」
の
三
冊
か
ら
な
っ
て
居
る
事
は
唐
館
の
広
馬
場
へ
の
完
全
移
行
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
　
今
表
四
を
一
覧
す
る
と
正
規
の
支
那
人
居
留
地
が
外
人
居
留
地
の
振
合
を
以
て
新
地
蔵
所
の
海
岸
附
に
大
浦
、
梅
ケ
崎
海
岸
と
並
ん
で
上
等
地
－
零
曇
霞
司
H
o
づ
＄
α
q
Φ
ヒ
。
け
七
ケ
所
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
背
後
地
か
ら
広
馬
場
地
区
に
渡
っ
て
細
分
化
さ
れ
て
中
等
地
一
閑
＄
轟
ひ
q
①
ピ
9
と
な
り
、
そ
の
奥
地
一
旧
唐
館
と
そ
の
接
点
の
広
馬
場
の
一
角
に
下
等
地
－
頃
諄
い
。
け
　
が
残
留
し
て
居
る
事
を
肯
づ
け
る
。
而
も
華
僑
の
自
由
貿
易
が
白
人
と
並
ん
で
専
ら
新
地
居
住
の
支
那
人
商
社
に
依
っ
て
維
持
さ
れ
て
居
る
事
は
、
そ
の
商
社
群
の
異
動
に
依
っ
て
窺
え
る
が
、
中
で
も
海
岸
附
一
等
地
を
占
拠
し
た
巨
大
な
支
那
人
商
社
は
そ
の
「
花
形
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
こ
に
掲
げ
た
図
e
「
新
地
絵
図
」
は
現
在
、
長
大
武
藤
文
庫
に
残
っ
て
居
る
唯
一
の
支
那
人
居
留
地
に
関
す
る
絵
図
面
で
あ
る
が
、
身
中
既
に
銅
座
寄
り
の
急
増
が
実
施
さ
れ
て
梯
型
と
な
っ
て
居
り
、
梅
詰所庫文藤賦図絵地新e図
一
鎌
　
　
，
讐
、
悪
難
塾　
欝鍵
霧
鑛
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
（
菱
谷
）
ケ
崎
橋
、
新
大
橋
も
架
設
さ
れ
て
居
る
か
ら
少
く
と
も
明
治
二
年
一
〇
月
以
降
の
作
図
で
あ
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
従
っ
て
支
那
人
貸
地
規
則
書
に
署
名
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
地
居
住
の
地
割
は
実
施
さ
れ
て
居
た
筈
で
あ
る
の
に
大
半
は
白
地
図
の
ま
ま
に
な
っ
て
居
り
、
海
岸
附
一
等
地
懸
け
に
一
番
徳
泰
号
二
〇
三
二
二
坪
、
二
番
泰
昌
号
二
二
五
・
九
坪
、
三
番
長
源
号
二
四
六
・
四
坪
、
四
番
裕
源
号
四
二
四
・
六
坪
、
五
番
一
＝
二
・
五
坪
、
　
六
番
永
豊
号
九
一
・
九
坪
、
　
七
番
仁
記
号
六
三
・
七
坪
と
そ
の
大
物
商
社
名
と
坪
数
が
記
入
さ
れ
て
居
る
が
五
番
（
振
豊
号
）
丈
の
が
記
入
洩
れ
に
な
っ
て
居
る
。
今
こ
れ
等
の
新
地
へ
進
出
し
た
商
社
群
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
為
め
先
議
「
長
崎
外
人
居
留
地
に
於
け
る
華
僑
進
出
の
経
緯
に
つ
い
て
」
に
於
い
て
作
製
掲
載
し
た
「
慶
応
二
、
三
年
次
の
支
那
人
商
社
の
推
移
表
」
を
対
照
す
る
と
大
浦
海
岸
の
外
人
居
留
地
の
上
等
地
に
　
大
浦
　
　
　
　
　
　
　
　
大
浦
　
　
　
　
●
・
・
　
　
　
　
●
・
・
　
　
　
九
番
　
敦
和
号
（
六
人
）
一
〇
番
徳
泰
号
（
二
五
人
）
振
豊
号
（
三
〇
人
）
　
大
浦
　
　
●
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
浦
　
・
・
●
　
　
＝
二
番
永
豊
号
（
七
人
）
広
隆
号
（
三
三
人
）
二
二
番
泰
昌
号
（
四
四
人
）
と
あ
り
、
表
中
の
新
地
一
等
地
の
商
社
名
が
見
え
る
か
ら
正
規
支
那
人
居
留
地
の
出
現
に
伴
い
、
先
住
の
大
浦
外
人
居
留
地
か
ら
の
巨
商
の
華
僑
の
移
動
、
転
出
が
著
し
い
事
が
肯
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
表
四
の
（
1
）
　
（
豆
）
を
正
し
く
読
み
取
る
た
め
に
は
広
馬
場
と
新
地
の
正
し
い
位
置
付
け
と
明
確
な
地
割
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
が
、
寡
聞
に
し
て
「
必
要
に
し
て
十
分
」
な
正
規
の
支
那
人
居
留
地
の
古
図
を
聞
か
な
い
。
先
年
、
私
は
先
稿
「
外
夷
附
属
の
支
那
人
に
つ
い
て
」
に
於
い
て
、
外
支
の
接
点
と
し
て
の
「
広
馬
場
」
を
論
ず
る
に
当
り
内
閣
文
庫
の
ω
長
崎
諸
役
所
絵
図
の
中
か
ら
「
唐
館
」
内
外
の
部
分
図
と
回
「
長
崎
外
人
居
留
地
」
の
部
分
図
を
拡
大
し
て
掲
載
、
正
規
の
支
那
人
居
留
地
を
構
成
す
る
地
域
を
明
確
に
し
、
唐
館
前
広
場
が
居
留
地
「
広
馬
場
」
を
形
成
し
て
行
く
推
移
に
言
及
し
、
先
稿
「
俵
物
役
所
の
終
末
に
つ
い
て
」
日
に
於
い
て
は
、
所
謂
「
内
浦
」
周
辺
の
変
貌
の
一
愚
闇
と
し
て
の
築
町
の
俵
物
役
所
趾
に
焦
点
を
置
き
「
そ
こ
」
が
支
那
人
居
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
九
号
留
地
の
前
面
拠
点
と
な
っ
て
　
「
広
隆
号
」
　
と
記
入
さ
れ
て
居
る
明
治
初
年
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
居
留
地
図
」
　
（
居
留
地
図
様
）
さ
三
三
八
五
）
の
部
分
図
を
掲
載
し
、
こ
の
地
図
を
中
心
に
関
連
性
の
あ
る
古
図
六
枚
（
イ
ー
へ
）
の
当
該
地
域
の
記
入
事
項
を
比
較
、
対
照
さ
せ
て
、
そ
の
変
遷
推
移
を
見
た
の
で
あ
る
。
但
し
そ
れ
は
本
題
の
趣
意
か
ら
「
焦
点
」
を
俵
物
役
所
趾
に
絞
っ
て
居
り
今
問
題
と
し
て
居
る
「
新
地
と
広
馬
場
」
は
ピ
ン
ト
か
ら
外
れ
て
居
る
の
で
、
そ
の
説
明
は
十
分
野
は
な
い
。
従
っ
て
私
は
こ
の
際
、
そ
の
後
入
手
し
た
俵
物
役
所
趾
の
変
化
を
示
す
貴
重
な
古
図
三
枚
（
A
、
B
、
C
）
を
加
え
て
、
前
記
「
俵
物
役
所
の
終
末
」
の
問
題
に
補
説
を
加
え
る
と
共
に
、
利
用
し
た
六
枚
の
古
図
に
「
新
地
、
広
馬
場
」
が
如
何
に
説
明
さ
れ
て
居
る
か
確
め
る
忌
め
、
改
め
て
表
乾
「
明
治
初
年
に
於
け
る
内
浦
周
辺
の
変
貌
推
移
表
」
を
作
っ
て
見
た
の
で
あ
る
。
　
駈
歩
〃
太
線
〃
を
以
て
囲
ん
だ
範
囲
内
の
記
載
は
拙
稿
「
俵
物
役
所
の
終
末
に
つ
い
て
」
日
に
掲
載
し
た
前
記
明
治
初
年
の
　
「
居
留
地
図
」
　
（
居
留
地
図
（
1
）
）
の
部
分
図
を
中
心
に
関
連
古
地
図
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
上
欄
の
該
当
箇
所
に
整
理
し
て
記
入
し
た
も
の
で
あ
り
〃
細
線
〃
を
以
て
囲
ん
だ
範
囲
内
の
記
載
は
新
資
料
A
、
B
、
C
に
基
づ
く
旧
稿
の
補
説
と
こ
の
度
改
め
て
正
規
支
那
人
居
留
地
の
形
成
過
程
を
知
る
手
掛
り
と
し
て
「
新
地
、
広
馬
場
、
唐
館
」
の
地
域
に
見
え
る
記
入
事
項
を
追
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
関
係
の
薄
い
外
人
居
留
地
の
一
角
「
梅
ケ
崎
」
の
欄
を
設
け
た
の
は
、
そ
こ
が
外
人
居
留
地
の
北
限
と
し
て
内
浦
周
辺
の
一
角
を
構
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。
新
し
い
資
料
の
発
見
は
俵
物
役
所
の
推
移
を
見
究
め
る
上
で
極
め
て
貴
重
で
あ
っ
た
。
　
拙
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ハ
　
「
俵
物
役
所
の
終
末
に
つ
い
て
」
に
於
い
て
、
私
は
先
づ
慶
応
二
年
と
明
治
三
年
の
古
地
図
（
表
中
の
イ
、
二
）
を
中
心
に
当
該
地
域
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
し
ω
の
図
で
は
問
題
の
築
町
の
俵
物
役
所
趾
に
は
「
居
留
地
」
の
文
字
が
見
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
地
蔵
所
に
対
す
る
西
浜
町
の
薩
摩
屋
敷
に
隣
接
し
た
一
二
に
「
産
物
所
」
と
あ
る
事
、
⇔
の
図
に
は
元
俵
物
役
所
の
所
に
「
支
那
人
居
留
地
」
と
い
う
前
よ
り
も
具
体
的
記
入
が
見
え
、
西
浜
町
の
一
劃
に
は
前
記
「
産
物
所
」
の
記
入
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
消
え
て
空
白
に
な
っ
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
、
運
上
所
が
新
装
な
っ
て
南
方
の
梅
ケ
崎
、
大
浦
両
居
留
地
境
に
移
転
し
た
跡
［
俵
物
役
所
が
忽
然
と
し
て
「
居
留
地
」
と
な
っ
て
行
っ
た
推
移
を
辿
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
資
料
に
依
れ
ば
既
に
元
治
元
年
三
月
に
は
俵
物
役
所
（
俵
館
）
は
運
上
所
と
分
離
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
西
浜
町
に
移
っ
て
お
り
、
慶
応
元
年
＝
一
月
、
そ
れ
が
産
物
所
、
大
阪
俵
物
役
所
と
合
併
し
て
産
物
会
所
に
な
っ
て
い
る
事
が
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
　
新
資
料
と
し
て
、
こ
こ
に
採
用
し
た
A
、
B
は
梅
ケ
崎
埋
立
関
係
の
「
早
耳
書
留
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
大
川
井
小
川
筋
御
三
御
入
用
積
埋
地
請
負
人
∂
差
出
之
儀
二
付
掛
の
も
の
δ
申
出
候
書
付
」
　
「
運
上
所
角
δ
居
留
場
角
迄
井
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヨ
湘
南
門
橋
下
∂
同
壱
番
水
門
石
垣
角
迄
濡
筋
御
入
用
積
埋
地
請
負
人
∂
差
出
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
儀
二
付
掛
の
も
の
汐
申
出
候
書
付
」
と
い
う
子
三
月
の
窪
地
掛
の
書
付
二
通
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
附
せ
ら
れ
た
二
枚
の
素
絵
図
に
は
何
れ
も
運
上
所
と
並
ん
だ
新
地
対
岸
の
西
浜
町
に
は
「
俵
館
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
俵
物
役
所
の
役
人
を
「
俵
官
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
か
ら
逃
去
が
俵
物
役
所
を
意
味
す
る
事
は
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
違
い
な
く
、
翌
元
治
二
年
三
月
上
鍋
の
C
図
「
長
崎
港
額
」
に
は
当
該
箇
所
に
「
俵
物
役
所
」
の
貼
紙
が
あ
る
。
　
こ
の
額
は
現
在
、
　
A
B
C
C
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
場
所
柄
一
般
の
目
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
が
慶
応
二
年
六
月
上
溝
の
「
長
崎
居
留
場
全
図
」
　
（
表
四
イ
）
と
同
じ
版
元
、
郡
努
堂
刊
行
の
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
掲
げ
た
図
⇔
「
長
崎
港
額
」
　
は
そ
の
部
分
図
で
「
内
浦
」
に
焦
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
版
図
は
翌
年
の
「
長
崎
居
留
場
全
図
」
と
比
べ
る
と
連
類
が
全
く
異
な
り
横
長
と
な
っ
て
額
に
表
装
さ
れ
て
、
裏
面
に
「
長
崎
港
額
」
と
書
き
入
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
日
の
書
込
み
で
版
図
の
本
題
は
表
装
に
当
っ
て
か
く
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
貼
紙
の
説
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
は
破
損
消
耗
が
ひ
ど
く
、
僅
か
に
西
浜
町
に
ユ
俵
物
役
所
」
、
新
地
の
所
に
「
唐
人
◎
　
Ω
」
、
広
馬
場
の
所
に
「
勤
番
所
」
、
　
唐
館
の
所
に
「
唐
人
群
論
」
と
見
ら
れ
る
程
度
で
、
貴
重
な
史
料
的
価
値
を
失
い
つ
つ
あ
る
事
は
惜
し
い
。
灘
団
　
三
尊
対
岳
π
溝
ミ
ひ
融
解
調
嵩
㊦
瀕
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謙
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（
誉
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誌
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捌
　
誉
図
（
諦
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力
魅
　
　
　
耳
　
　
圏
　
漸
　
費
（
露
曹
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厚
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蝋
誌
遼
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蝋
　
　
　
聾
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汁
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囲
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誕
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叢
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光
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図
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♂
州
9
【
温
き
蝋
一
国
担
醜
㊦
凄
蝋
竪
罰
島
C
♂
薄
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鰍
d
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綴
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温
郎
ー
メ
岳
ー
ー
汕
蜘
甜
掴
野
σ
融
融
♪
膿
E
C
持
「
蜘
餅
享
〉
繭
魍
聾
図
」
竪
一
流
掛
つ
。
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
（
菱
谷
）
沼
郎
〉
盈
θ
扇
繋
属
聡
π
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蝉
叫
が
珊
昔
図
伴
C
＾
舜
囎
画
θ
一
三
醐所CCB笹額飯崎長一図
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
九
号
　
尚
表
乾
に
見
煎
る
内
閣
文
庫
の
二
枚
の
古
図
（
ホ
、
へ
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
先
稿
に
中
に
於
い
て
、
そ
れ
ら
の
古
図
が
唐
人
屋
敷
に
代
る
「
支
那
人
居
留
地
」
の
出
現
過
程
を
眺
め
る
上
で
極
め
て
参
考
に
な
る
と
し
て
、
　
前
者
困
は
唐
人
屋
敷
の
所
が
「
元
唐
館
i
支
那
人
居
留
地
」
、
新
地
葬
所
の
　
所
が
「
新
地
支
那
人
居
留
地
」
、
　
築
町
の
俵
物
役
所
跡
が
　
「
支
那
人
居
留
　
地
」
と
大
ま
か
な
輪
郭
の
中
に
記
入
さ
れ
て
お
り
、
元
響
胴
か
ら
新
し
い
支
　
那
人
居
留
地
へ
の
推
移
移
動
が
、
　
こ
の
内
浦
一
帯
に
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
　
る
。
こ
れ
に
対
し
後
者
囚
は
、
そ
の
図
示
が
更
に
明
確
に
な
っ
て
お
り
、
唐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
屋
敷
の
輪
郭
の
中
に
「
支
那
人
居
留
地
」
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
分
的
に
残
留
し
て
在
り
、
広
馬
場
の
支
那
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
留
地
の
地
割
が
明
確
に
示
さ
れ
、
新
地
蔵
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
に
は
海
岸
附
に
一
番
か
ら
七
番
ま
で
支
那
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
商
社
名
と
坪
数
が
記
入
さ
れ
、
官
庫
五
庫
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
併
置
さ
れ
て
お
り
、
築
町
の
俵
物
役
所
趾
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
広
隆
号
借
地
七
百
六
十
七
坪
」
　
と
記
載
さ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
が
、
㈱
囚
磯
回
に
新
地
蔵
所
対
岸
の
西
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
町
の
薩
摩
屋
敷
隣
接
地
に
は
何
等
の
記
載
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
説
く
所
が
あ
っ
た
。
新
地
蔵
所
に
出
現
し
た
支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
人
居
留
地
の
海
岸
附
一
等
地
に
大
浦
、
梅
ケ
崎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
岸
附
と
並
ん
で
有
名
な
支
那
商
社
が
一
番
地
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
七
番
地
所
迄
名
前
を
つ
ら
ね
て
記
入
さ
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
園
は
こ
の
外
に
は
前
記
「
新
地
絵
図
」
の
外
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
時
に
又
甥
は
「
規
準
」
と
し
て
使
用
し
た
明
治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
年
の
「
居
留
地
図
」
（
居
留
地
図
ゴ
）
六
三
三
八
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
同
種
の
木
版
居
留
地
図
の
中
に
、
そ
の
記
載
内
容
が
や
や
異
っ
て
い
る
「
梅
ケ
崎
居
留
地
図
」
　
（
居
留
地
図
ゴ
）
⊥
ハ
．
三
．
二
〇
二
）
の
あ
る
事
に
言
及
し
、
そ
の
居
留
地
図
（
皿
）
に
於
い
て
は
、
　
梅
ケ
崎
を
中
心
に
広
馬
場
、
新
地
蔵
所
の
記
載
が
詳
し
く
な
っ
て
お
り
、
当
　
該
地
域
に
於
け
る
支
那
人
の
た
め
の
「
居
留
地
」
化
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
　
か
ら
掲
載
古
図
（
明
治
初
年
の
「
居
留
地
図
」
）
よ
り
も
年
次
的
に
や
や
後
　
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
「
梅
ケ
崎
居
留
地
」
と
銘
打
っ
て
い
る
丈
に
焦
点
か
　
ら
外
れ
た
築
町
の
俵
物
役
所
趾
、
新
地
勘
所
前
の
西
浜
町
の
薩
摩
屋
敷
隣
接
　
の
当
該
地
域
は
何
れ
も
空
白
に
な
っ
て
何
等
の
記
載
も
無
い
。
糊　
澤
’
　
8
　
ノ蘭館書図倶D（図地留居
白
．図
江
戸
町
”
綱
飼
隠
々
岬
κ
翌
く
べ
　
舶
蹴
、
、
　　
@
ミ
謀
遍
羅
鰯
　
　
　
　
　
　
　
弊
、
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
μ
’
寧
翻
寮
、
ζ
、
ミ
　
　
　
2
　
　
　
　
　
～
ミ
φ
キ
、
！
憶
吻　
　
聖
噛
　
　
奪
≠
　
、
曇
　
艇
≒
ら
，
三
キ
卿
ヨ
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
（
菱
谷
）
8
　
、融
．
＠
渉
　
“
φ
と
述
べ
、
居
留
地
図
I
H
の
「
明
治
初
年
」
と
「
梅
ケ
崎
」
と
銘
打
つ
両
図
を
そ
の
記
載
事
項
の
面
か
ら
対
照
的
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
今
、
そ
れ
を
更
に
刻
明
に
す
る
為
に
図
日
と
し
て
梅
ケ
崎
居
留
地
図
と
題
し
た
居
留
地
図
亜
の
内
浦
周
辺
の
部
分
図
を
掲
載
す
る
と
共
に
、
そ
の
記
載
事
項
を
表
五
の
末
尾
に
「
参
考
」
と
し
て
追
記
入
し
た
。
こ
の
地
図
に
は
明
治
二
年
末
の
新
地
築
増
の
実
態
が
示
さ
れ
て
お
り
、
既
に
新
地
で
は
地
割
二
八
区
分
、
広
馬
場
で
は
地
割
一
六
区
分
さ
れ
て
居
留
地
の
体
裁
を
整
え
て
お
り
、
そ
れ
は
表
三
の
中
に
於
い
て
「
基
準
」
と
し
て
捉
え
た
公
式
報
告
書
に
区
分
さ
れ
た
地
割
数
一
新
地
三
三
番
、
広
馬
場
一
八
番
を
一
応
の
完
備
の
姿
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
既
に
正
規
支
那
人
居
留
地
の
形
成
は
終
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
註
一
、
日
本
記
録
に
見
え
る
十
善
四
郷
広
馬
場
、
唐
人
屋
敷
前
字
広
馬
場
と
居
留
地
を
　
　
形
成
す
る
広
馬
場
と
は
、
唐
館
南
側
を
流
れ
る
川
（
後
の
新
地
川
）
を
中
に
挾
ん
　
　
で
多
少
地
域
的
に
ズ
レ
て
い
る
。
こ
の
事
は
慶
応
二
年
六
月
の
版
図
「
長
崎
居
留
　
　
場
全
図
」
に
依
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
註
二
、
支
那
人
に
も
外
国
人
振
合
に
土
地
貸
渡
す
こ
と
と
な
る
と
白
人
と
の
協
定
に
な
　
　
る
長
崎
地
所
規
則
を
参
考
に
、
そ
の
前
半
の
個
条
の
中
か
ら
最
低
限
の
三
ケ
条
を
　
　
規
定
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
日
清
条
約
締
結
前
で
あ
る
事
は
注
目
に
価
す
る
。
註
三
、
新
地
住
居
唐
人
名
前
帳
に
は
地
番
記
号
が
附
し
て
あ
る
が
、
そ
の
数
は
正
規
の
　
　
地
割
三
三
番
よ
り
遙
か
に
多
い
の
で
、
そ
れ
は
細
分
化
さ
れ
た
も
の
と
見
る
か
、
　
　
地
番
と
別
個
な
も
の
と
考
え
る
可
き
か
不
明
。
後
日
の
研
究
に
待
ち
た
い
。
註
四
、
明
治
二
年
四
月
制
定
の
支
那
人
貸
地
規
則
書
に
署
名
捺
印
し
た
支
那
人
の
居
住
　
　
地
は
二
七
号
迄
あ
る
が
、
二
〇
番
か
ら
二
七
番
地
所
は
同
年
十
月
の
築
増
の
地
域
　
　
の
地
割
に
該
当
し
て
い
る
か
ら
矛
盾
が
あ
る
。
但
し
事
実
と
し
て
は
必
ず
し
も
あ
　
　
り
得
な
い
事
で
な
く
、
外
人
居
留
地
に
実
施
さ
れ
た
長
崎
地
所
規
則
書
に
も
調
印
　
　
の
当
時
条
約
を
結
ん
で
い
な
か
っ
た
三
国
領
事
の
署
名
捺
印
が
見
ら
れ
る
。
尚
上
　
　
等
地
丈
に
地
割
が
な
さ
れ
商
社
名
が
記
入
さ
れ
当
然
地
割
さ
れ
た
筈
の
他
の
地
番
　
　
の
箇
所
が
白
地
図
に
な
っ
て
い
る
企
図
は
現
在
不
明
で
あ
る
。
註
五
、
産
物
所
は
産
物
会
所
と
読
み
代
え
る
べ
き
事
。
そ
の
論
拠
に
つ
い
て
は
先
稿
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
九
号
　
於
い
て
説
明
し
た
。
註
六
、
開
国
と
共
に
旧
き
俵
物
役
所
と
新
し
い
湊
会
所
（
運
上
所
）
が
一
体
化
し
て
発
　
足
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
何
時
か
ら
名
実
共
に
分
離
し
て
行
っ
た
か
正
確
な
記
録
は
　
見
当
ら
な
い
。
然
し
こ
の
資
料
に
依
っ
て
少
な
く
と
為
元
治
元
年
に
は
俵
物
役
所
　
が
仮
運
上
所
か
ら
分
れ
て
西
浜
町
に
あ
っ
た
事
実
が
肯
づ
け
る
。
註
七
、
内
閣
文
庫
の
長
崎
外
国
人
居
留
地
図
工
の
新
地
上
等
地
一
番
－
七
番
の
記
載
は
　
全
く
新
地
絵
図
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
五
番
地
の
商
社
名
を
欠
い
た
分
も
「
振
豊
　
　
号
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
新
地
絵
図
は
こ
の
内
閣
文
庫
古
謡
か
ら
　
　
写
し
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
註
）
孤
括
内
は
新
し
い
資
料
目
録
に
依
る
も
の
で
、
同
じ
く
居
留
地
図
と
な
っ
て
お
　
り
唯
分
類
番
号
で
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
説
明
の
都
合
上
（
1
）
（
皿
）
と
し
た
。
　
旧
い
昭
和
二
八
年
版
の
資
料
目
録
で
は
一
枚
が
「
居
留
地
図
」
、
一
枚
が
「
梅
ケ
　
　
崎
居
留
地
図
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
　
内
容
記
載
に
若
干
相
違
は
あ
る
が
、
　
同
種
　
　
の
居
留
地
版
図
で
あ
る
た
め
新
し
い
資
料
目
録
で
居
留
地
図
二
枚
に
ま
と
め
て
あ
　
　
る
。五
、
結
言
i
内
浦
苔
庭
史
へ
の
展
望
　
以
上
、
私
は
「
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
」
と
題
し
て
開
国
を
契
機
と
す
る
我
国
の
国
際
事
情
の
変
化
に
伴
い
．
．
9
Φ
O
乱
匡
窪
9
0
ω
霞
Φ
、
．
と
し
て
の
唐
館
は
解
体
し
、
お
の
つ
か
ら
在
留
支
那
人
も
そ
の
性
格
に
変
化
を
生
じ
て
変
質
し
て
行
っ
た
事
実
を
「
人
口
構
成
」
の
分
析
か
ら
論
じ
た
上
、
外
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
留
地
に
逸
早
く
出
現
し
た
「
外
夷
附
属
の
支
那
人
」
の
．
．
目
o
o
希
日
ヨ
讐
。
ぼ
、
、
と
は
別
個
に
成
立
し
た
プ
ロ
パ
ー
な
正
規
支
那
人
居
留
地
「
広
馬
場
と
新
地
」
の
本
題
に
入
り
、
先
づ
従
来
の
全
館
貿
易
の
惰
性
に
の
り
、
新
条
約
の
盲
点
に
　
　
　
　
　
ム
ホ
ウ
　
フ
ト
ド
ケ
　
　
プ
ラ
イ
か
く
れ
て
「
無
法
、
不
届
、
無
頼
」
者
と
し
て
雑
草
の
如
く
、
力
強
く
新
し
い
地
盤
の
上
に
根
を
張
っ
て
行
っ
た
支
那
人
の
性
格
の
実
態
に
目
を
向
け
、
そ
の
新
地
盤
と
し
て
の
唐
館
前
の
広
馬
場
と
新
地
の
蔵
所
の
「
居
住
地
」
化
へ
の
変
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
質
推
移
を
眺
め
た
上
で
「
そ
こ
」
に
移
住
、
蝟
集
し
て
来
た
支
那
人
の
明
治
初
年
に
於
け
る
人
口
推
移
を
統
計
的
に
捉
え
、
最
後
に
居
留
地
に
於
け
る
経
済
現
象
面
の
頂
点
と
し
て
支
那
人
の
商
社
群
の
推
移
を
関
係
古
図
の
上
で
展
望
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
年
に
新
地
は
築
増
が
行
な
わ
れ
て
約
千
坪
の
増
坪
と
な
り
西
浜
町
に
面
し
た
北
側
が
約
三
五
間
玉
帯
川
（
後
の
銅
座
川
と
な
る
）
の
川
口
謎
謎
拡
張
さ
れ
て
二
型
か
ら
母
型
の
浮
島
と
な
っ
て
「
居
住
性
」
を
増
し
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
新
地
支
那
人
居
留
地
を
媒
介
に
「
そ
こ
」
か
ら
西
方
の
俵
物
役
所
趾
の
支
那
人
居
留
地
と
南
方
の
梅
ケ
崎
外
人
居
留
地
へ
向
っ
て
「
新
大
橋
」
と
「
梅
ケ
崎
橋
」
を
架
設
、
翌
三
年
遙
か
南
方
の
大
浦
、
下
松
両
居
留
地
を
結
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
大
浦
川
の
「
下
松
橋
」
の
架
設
が
完
了
す
る
と
長
崎
の
街
と
居
留
地
が
海
岸
前
面
に
於
い
て
一
貫
し
て
結
ば
れ
る
に
至
っ
て
居
る
。
而
も
こ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
支
那
人
の
居
住
を
規
定
し
た
支
那
人
貸
地
規
則
書
が
外
人
居
留
地
に
於
け
る
長
崎
地
所
規
則
書
に
則
っ
て
制
定
さ
れ
て
居
る
か
ら
支
那
人
居
留
地
の
基
礎
的
整
備
は
ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
と
見
て
よ
く
、
明
治
三
年
の
長
崎
港
図
に
「
外
国
人
居
留
地
一
〇
万
坪
余
、
支
那
人
居
留
地
一
万
坪
余
、
上
中
下
三
等
の
差
あ
り
」
と
附
記
さ
れ
て
居
る
の
も
肯
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
　
然
し
そ
の
「
支
那
人
居
留
地
」
　
「
上
中
下
三
等
の
差
」
の
表
現
は
妥
当
と
し
て
も
、
そ
の
坪
数
に
は
や
や
誇
張
が
あ
り
一
時
の
現
象
面
に
す
ぎ
な
い
。
明
治
八
年
の
公
式
報
告
書
の
中
で
外
人
居
留
地
の
坪
数
は
「
港
図
」
の
数
に
一
致
し
て
固
定
し
て
居
る
が
支
那
人
居
留
地
の
坪
数
は
ほ
ぼ
七
千
坪
と
な
っ
て
居
る
か
ら
、
そ
れ
は
支
那
人
の
新
し
い
居
留
地
へ
の
飛
躍
、
進
展
に
伴
う
一
時
的
膨
張
現
象
で
あ
り
、
俵
物
役
所
趾
迄
進
出
し
た
支
那
入
居
留
地
と
唐
館
内
に
残
留
し
た
支
那
人
居
留
地
が
集
中
的
に
整
理
さ
れ
て
広
馬
場
と
新
地
に
凝
固
し
固
定
化
す
る
に
は
尚
数
年
の
経
緯
の
時
聞
を
必
要
と
し
た
。
私
は
そ
の
経
緯
の
期
間
を
明
治
初
年
の
古
地
図
の
上
で
勘
案
し
、
支
那
人
居
留
地
形
成
の
時
期
を
日
清
条
約
締
結
の
前
後
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
事
は
凡
そ
外
人
居
留
地
の
成
立
の
場
合
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
外
人
居
留
地
の
場
合
、
条
約
に
基
づ
き
条
約
民
の
通
商
権
と
居
留
権
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
開
国
に
伴
う
長
崎
開
港
の
時
期
に
至
っ
て
も
居
留
地
の
具
体
的
計
画
は
立
っ
て
居
ら
ず
、
領
事
団
の
来
港
を
待
っ
て
具
体
化
し
た
が
居
留
地
の
核
体
を
な
し
て
居
る
最
初
の
大
浦
地
区
の
成
立
に
は
爾
後
一
年
有
半
の
歳
月
を
要
し
て
居
り
「
こ
こ
」
を
中
心
と
し
て
居
留
地
の
拡
大
が
数
次
に
及
ん
で
実
施
さ
れ
明
治
新
政
府
成
立
の
直
前
に
至
っ
て
整
備
を
終
っ
て
固
定
し
て
居
る
の
に
比
べ
る
と
支
那
人
居
留
地
の
成
立
は
、
時
勢
に
取
り
残
さ
れ
通
商
権
と
居
留
権
も
な
い
支
那
人
が
惰
性
と
盲
点
の
上
で
実
績
を
か
せ
ぎ
、
外
人
居
留
地
振
合
を
も
っ
て
「
既
定
事
実
」
を
作
り
あ
げ
、
そ
の
公
式
条
約
の
締
結
は
単
な
る
成
文
化
に
す
ぎ
な
か
っ
た
事
は
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
私
は
先
年
「
外
人
居
留
地
に
関
す
る
若
干
の
長
崎
古
地
図
に
つ
い
て
」
口
に
於
い
て
、
冠
頭
に
内
閣
文
庫
の
「
長
崎
港
外
国
人
居
留
地
沿
革
図
」
を
掲
げ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
図
面
の
色
別
け
の
注
記
を
年
次
的
に
整
理
し
て
ω
一
八
六
〇
年
の
「
大
浦
藷
埋
立
」
か
ら
勉
明
蜷
・
年
め
藩
融
蝿
罐
し
に
至
る
一
・
年
間
、
六
次
の
計
画
実
施
表
を
作
っ
て
居
留
地
の
整
備
、
沿
革
を
展
望
し
た
が
、
そ
う
し
た
意
味
か
ら
言
え
ば
明
治
初
年
の
支
那
人
居
留
地
の
形
成
こ
そ
長
崎
に
於
け
る
居
留
地
形
成
の
総
決
算
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
新
地
の
支
那
人
居
留
地
の
浮
ん
だ
「
内
浦
」
は
鎖
国
以
来
長
崎
港
の
表
玄
関
に
当
っ
て
お
り
、
開
国
の
当
初
ア
メ
リ
カ
領
事
が
「
出
島
と
押
し
並
ん
」
で
そ
の
居
留
地
の
設
定
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
、
外
国
領
事
団
の
渇
望
の
場
所
で
あ
っ
た
か
ら
新
地
の
「
蔵
所
」
が
「
居
住
地
」
化
し
て
支
那
人
居
留
地
の
核
体
と
な
っ
て
行
っ
た
推
移
は
居
留
地
沿
革
史
か
ら
見
れ
ば
正
に
「
書
龍
点
晴
」
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
然
し
、
こ
の
格
好
な
「
新
地
」
の
場
所
も
明
治
後
半
に
於
け
る
二
回
の
港
湾
改
良
工
事
に
依
っ
て
そ
の
周
辺
と
前
面
の
埋
立
が
行
な
わ
れ
る
と
、
自
つ
か
ら
変
貌
し
て
「
唐
館
」
と
同
じ
運
命
を
た
ど
っ
て
奥
地
化
し
た
。
所
謂
「
内
浦
埋
築
」
の
問
題
が
こ
こ
に
あ
る
。
私
は
先
年
「
俵
物
役
所
の
終
末
に
つ
い
て
」
⇔
の
結
び
に
於
い
て
、
明
治
一
八
年
、
二
五
年
、
　
　
唐
館
の
解
体
と
支
那
人
居
留
地
の
形
成
（
菱
谷
）
四
〇
年
の
三
枚
の
長
崎
古
地
図
を
申
心
に
「
内
浦
」
の
変
貌
推
移
を
展
望
す
る
所
が
あ
っ
た
が
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
三
代
に
及
ぶ
「
内
浦
」
を
申
心
と
し
た
居
留
地
前
面
の
長
崎
港
湾
の
変
貌
推
移
の
精
密
の
研
究
調
査
は
長
崎
に
於
け
る
居
留
地
研
究
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
事
を
指
摘
し
て
欄
課
し
た
い
。
　
註
　
下
り
松
投
稿
一
件
外
務
課
明
治
三
年
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
四
・
一
一
・
三
〇
稿
三
五
